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顔

困
っ
て
い
る
家
庭
の

相
談
や
支
援
を

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

見
守
り
を
中
心
に
、
災
害
時
の

安
否
確
認
や
認
知
症
高
齢
者
の

支
援
、
子
育
て
サ
ロ
ン
へ
の
協

力
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題

の
相
談
、
子
供
の
こ
と
で
困
っ

て
い
る
家
庭
の
相
談
や
支
援
の

ほ
か
、
家
庭
内
暴
力
や
引
き
こ

も
り
な
ど
の
相
談
な
ど
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

顔
見
知
り
で
安
心
を

地
域
の
各
種
行
事
に
も
参
加

す
る
民
生
委
員
は
、
色
々
な
と

▼問い合わせ　福祉課　☎ 73－3015

民生委員・児童委員に相談を

大丈夫  あなたは 1人じゃない
「民生委員・児童委員」
よく聞く言葉ですが、いったい何をしている人なのでしょうか。皆さんはご存知で
すか？
そこで今月号では半年にわたり、市内で活躍している民生委員・児童委員の活動を
追いかけてみました。
見えてきたものは・・・。地域の隅々まで気を配り、「大丈夫　あなたは 1人じゃな
いよ」と、高齢者や子どもを見守り、支える、地域のお助けマンの頼れる姿でした。

こ
ろ
で
地
域
に
あ
っ
た
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
活
動
は

他
の
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
協

力
を
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
担

当
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
見

知
り
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
状
態

を
把
握
し
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
あ
な
た
の
立
場
に
立
っ

て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

地
域
で
は
高
齢
者
や

子
ど
も
と
活
動
を

高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
で

は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
や
ひ

と
り
暮
ら
し
宅
へ
の
訪
問
。
ま

た
市
か
ら
の
お
祝
い
金
を
持
っ

て
行
っ
た
り
、
お
は
ぎ
や
炊
き

込
み
ご
飯
を
作
っ
て
配
っ
た
り
、

地
域
の
敬
老
会
の
お
世
話
な
ど
、

多
く
の
高
齢
者
の
笑
顔
に
出
会

い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
は
小
学
生
の

通
学
の
見
守
り
や
声
か
け
、
親

子
で
集
う
広
場
で
子
育
て
の
支

援
の
ほ
か
、
公
民
館
で
合
宿
し

て
通
学
す
る
児
童
に
自
宅
の
風

呂
を
提
供
す
る
な
ど
、
楽
し
い

交
流
を
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
見
守
る
民
生
委
員
163
分
の

市
内
に
は
1
6
3
人
の
民
生
委
員
が
い
ま
す
。
6

月
1
日
現
在
の
世
帯
数
2
3,
0
3
5
世
帯
で
見
る
と
、

1
人
の
民
生
委
員
が
約
1
5
0
世
帯
を
見
守
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ま
た

子
供
に
関
す
る
問
題
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
も
い
ま
す
。

たとえば
高齢になり、ひとり暮らしで心細い…
赤ちゃんのことで、身近な相談者がほしい…
福祉サービスについて、ちょっと知りたい…
一時的な生活費や医療費の相談をしたい…
近所の人が困っているみたいだけど、
　　　　　　　　　　　声を掛けにくい…
近所との付きあいを相談したい…

町名 男 女 計
高瀬町 19 14 33
山本町 14 4 18
三野町 15 4 19
豊中町 12 11 23
財田町 9 6 15
仁尾町 13 6 19
詫間町 16 20 36
合計 98 65 163

顔顔顔顔顔顔顔顔
顔
顔

顔

特集 大丈夫 あなたは 1人じゃない

どんな相談でもしてな!
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ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練
で

は
指
導
者
と
し
て
参
加
し
た
り
、

月
1
回
開
催
の
定
例
会
で
は
知

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

相
談
件
数
な
ど

3
万
件
を
超
え
て

23
年
度
の
相
談
・
支
援
と
活

動
数
の
合
計
は
1
6,
0
5
0

件
で
し
た
。
ま
た
訪
問
回
数
は

1
6,
7
7
2
件
と
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

冷
蔵
庫
に
入
っ
て

い
ま
す
か
？

ま
る
み
ち
ゃ
ん

安
心
キ
ッ
ト

ま
る
み
ち
ゃ
ん
安
心
キ
ッ
ト

は
突
然
病
気
に
な
っ
た
り
、
倒

れ
た
り
し
た
時
の
た
め
に
、
か

か
り
つ
け
の
病
院
名
や
薬
の
情

報
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
書
い

あ
な
た
の
地
域
の

お
助
け
マ
ン
は
誰
?

地
域
の
民
生
委
員
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
福
祉
課
（
☎
73
・

3
0
1
5
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。子

育
て
の
こ
と
、
学
校
の
こ

と
、
介
護
の
こ
と
、
経
済
的
な

こ
と
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
助
け
マ
ン
は

い
つ
で
も
あ
な
た
の
声
を
待
っ

て
い
ま
す
。

キ
ッ
ト
と
電
話
で
安
心
を

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63
・
1
0
1
4

た
書
類
を
容
器
に
入
れ
て
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
も
の
で
す
。

救
急
隊
員
は
冷
蔵
庫
の
中
の

キ
ッ
ト
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
普
段
使
っ
て
い
る
薬
を

医
師
に
知
ら
せ
た
り
、
緊
急
連

絡
先
の
家
族
な
ど
に
連
絡
し
て

く
れ
ま
す
。

定
期
的
に

「
こ
ん
に
ち
は
」と

電
話
が
か
か
り
ま
す

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
は「
こ
ん
に
ち
は
コ
ー
ル
」

に
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
の
民
生
委
員
か
ら
「
こ
ん

に
ち
は
。
元
気
で
す
か
」
と
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
世
間

市民生委員・
児童委員協議会連合会
会長 前田昭文さん

19 年 9カ月から 4カ月
の経験を持つ 163 人の民
生委員・児童委員が活動
しています。私は地域の
ために何か役立ちたいと
いう思いで、19 年前に民
生委員・児童委員を引き
受けました。
個別の相談以外にくら
しの相談の相談員として、
本人や親族、近所の人か
らの相談にも応じていま
す。地域を見守るには「ご
近所の底力」は本当にあ
りがたいです。
また地域の行事には、
地区社協をはじめ、各種
団体の会員さんとともに
活動しています。
皆さんの悩みに少しで
も解決の糸口が見つかれ
ば嬉しいです。相談内容
の秘密は堅く守ります。
ぜひ、お気軽に声を掛け
てください。

主
任
児
童
委
員
は
各
町
に
2

人
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
や
不

登
校
、
児
童
虐
待
等
の
児
童
福

祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
発
達
障
が
い

に
関
す
る
相
談
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、福

祉
課（
☎
73
・
3
0
1
5
）に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
主
任
児

童
委
員
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。 気軽に話しに来てほしいと

主任児童委員の田尾和人さん

氏名やかかりつけ医療機関名、緊
急連絡先のほか、健康保険証の写
し、本人の顔写真、薬の情報など
を入れてください。

23年度 こんな相談や活動がありました

キットはこのように
使ってネ

見
す
ご
す
な

幼
い
こ
ど
も
の
S
O
S

高齢者に
関するもの
1,345 件

調査・実態把握
1,616 件

各種行事
への参加
4,116 件

地域福祉活動
への参加
4,870 件

会議・研修
2,266 件

証明事務  372 件
要保護児童の仲介・通告  76 件

障がい者に関するもの  106 件

子どもに
関するもの
701 件

その他
582 件

計2,734件

計13,316件

活動件数

相談件数

こちらは
冷蔵庫の
中へ

玄関の
内側に
貼ってネ

特集 大丈夫 あなたは 1人じゃない

話
は
楽
し
い
で
す
よ
。

ま
ず
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

申
し
込
み
の
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。



市
議
会
だ
よ
り
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専決処分の承認（税条例の一部を改正する条例の制定） 

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

住民基本台帳法等の一部改正に伴う関連条例の整理に関する条例の制定

農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例の一部改正

特定団体経営機構管理基金条例の廃止

神田地区老人健康センター条例の廃止

平成24年度一般会計補正予算（第１号） 

工事請負契約の変更契約の締結

人権擁護委員候補者の推薦

特別委員会の設置

高瀬町地域農産物利用促進センター事業（一般給食）の存続を求
める請願書

議案第78号 工事請負契約の変更契約の締結についてに対する付帯決議

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案可決（全会一致）

不 採 択（賛成少数）

原案可決（全会一致）

議案第71号 

議案第72号 

議案第73号 

議案第74号 

議案第75号 

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

～

議案第80号
議員提出議案
第 2 号

請 願 第 1 号

決議案第1号

■平成24年第2回三豊市議会定例会　審議結果

※議決年月日　
　議案第71号～80号、議員提出議案第２号、請願第１号、決議案第１号　（平成24年６月28日）

平
成
２4
年
第
2
回
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
24
年
第
２
回
三
豊
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら

28
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件

お
よ
び
三
豊
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
条
例
４
件
、
追
加
提

案
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
１
件
、

専
決
処
分
議
案
２
件
を
含
め
合
計
８
案
件
を
承
認
・
可
決
し
ま

し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
人
事
案
件

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
２
人
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

は
、
付
帯
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
特
別
委
員

会
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議

会

日

誌

5
日

6
日

8
日

13
日

28
日

15
日

14
日

19
日

20
日

21
日

25
日

26
日

6
日

12
日

13
日

17
日

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

定
例
会

議
会
・
行
財
政
改
革

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

定
例
会
（
一
般
質
問
）

定
例
会
（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

定
例
会
（
一
般
質
問
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

定
例
会

議
会
広
報
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　

視
察
研
修

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

公
共
施
設
整
備

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

4
月

5
月

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

2
日

9
日

16
日

21
日

30
日

23
日

25
日

1
日

ご
み
処
理
問
題

　
　

調
査
特
別
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

四
国
市
議
会
議
長
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

6
月

7
月

1
日

ご
み
処
理
問
題

　
　

調
査
特
別
委
員
会

議
会
・
行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

全
国
自
治
体
病
院
経
営

　
　

都
市
議
会
協
議
会

全
員
協
議
会

議
会
・
行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会

議
会
・
行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
問
題

　
　

調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り

　
　

調
査
特
別
委
員
会

11
日

9
日～

20
日

18
日～

市
議
会
だ
よ
り
四
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

特
別
表
彰（
16
年
以
上
在
職
）

　
　

坂　

口　

晃　
一

　
（
町
議
会
議
員
歴
の
1－2
を

　
　
　
　
　
　

勤
続
年
数
に
通
算
）

所管事項

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

■特別委員会

地域内分権調査特別委員会
（９人）

公共施設整備調査特別委員会
（９人）

議会改革特別委員会
（８人）

議会基本条例の制定および
議会改革の調査研究

既存公共施設の再配置および
有効利用に関する調査研究 地域内分権の調査研究

（平成 24年 6月28日現在）

近 藤　賢 司

込 山　文 𠮷

香 川　　　努

小 林　照 武

金 子　辰 男

瀧 本　文 子

大 平　俊 和

藤 田　公 正

―

城 中　利 文

水 本 真 奈 美

鴨 田　　偕

坂 口　晃 一

三 宅　静 雄

詫 間　政 司

前 川　　勉

三 木　秀 樹

横 山　　強

多 田　　治

岩 田　秀 樹

宝 城　　明

近 藤　久 志

為 広　員 史

山 本　　明

浜 口　恭 行

川　﨑　秀 男

西 山　彰 人

　

初
日
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
案
２
億
３
，５
９
１
万
４

千
円
の
増
額
補
正
予
算
案
な
ど

７
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
13
日
・
14

日
・
15
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

16
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
１

議
案
も
含
め
、
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
審
査
は
、

総
務
教
育
常
任
委
員
会
19
日
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
20
・
25

日
、
民
生
常
任
委
員
会
21
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

28
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
全
議
案
可
決
の

審
査
報
告
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、

８
議
案
す
べ
て
を
委
員
長
報
告

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
高
瀬
町
地
域
農
産
物
利
用
促

進
セ
ン
タ
ー
事
業
（
一
般
給
食
）

の
存
続
を
求
め
る
請
願
書
」
は
、

少
数
意
見
の
報
告
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の

と
お
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

追
加
提
案
さ
れ
た
「
仁
尾
の

上
団
地
建
替
工
事
請
負
契
約
の

変
更
契
約
に
つ
い
て
」
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
「
①
住
宅
等
の

建
築
・
改
修
は
一
定
の
基
準
を

作
成
す
る
②
公
共
施
設
整
備
検

討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
・
協

議
し
、
事
業
実
施
す
る
③
基
準

に
反
す
る
計
画
変
更
は
、
応
じ

な
い
」
の
付
帯
決
議
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
【
人
権
擁
護
委
員
】　
（
敬
称
略
）

佐
藤　

咲
子
（
三
野
町
下
高
瀬
）

川
崎　

廣
美
（
財
田
町
財
田
中
）
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公
共
捨
土
受
け
入
れ
へ
の

　
　
　

計
画
策
定
を
急
げ
！

■問　
国
や
県
に
お
け
る
備
讃
瀬

戸
の
維
持
浚
渫
お
よ
び
高
瀬
川

の
河
床
整
備
、
さ
ぬ
き
浜
街
道

ト
ン
ネ
ル
工
事
等
に
よ
る
大
量

の
掘
削
捨
土
の
受
け
入
れ
先
が
、

今
後
求
め
ら
れ
て
く
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
受
け
入
れ
を

先
取
り
し
た
形
で
、
漁
業
権
が

消
滅
し
た
詫
間
水
面
貯
木
場
等
、

市
内
の
有
効
な
埋
立
を
図
る
べ

く
、
市
は
総
合
計
画
を
急
ぐ
べ

き
だ
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

■答　
広
大
な
公
有
水
面
埋
立
と

な
る
と
、
免
許
出
願
の
段
階
で
、

埋
立
の
必
要
性
、
利
用
計
画
、

処
分
計
画
、
資
金
計
画
の
特
定

は
勿
論
、
県
当
局
と
の
調
査
研

究
を
含
め
た
事
前
協
議
が
必
要

と
な
る
。
今
後
、
膨
大
な
公
共

捨
土
が
出
る
事
に
対
し
て
着
目

は
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
広
大

な
埋
立
地
へ
の
購
入
希
望
等
に

よ
る
利
用
計
画
が
立
て
ら
れ
る

事
が
先
決
で
あ
る
。
そ
う
し
た

利
用
計
画
の
動
向
を
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
総
合
計
画
へ
の
道

も
決
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2地
域
維
持
契
約
方
式
の
活
用

■問　
地
域
維
持
契
約
方
式
の
導

入
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

■答　
地
域
の
建
設
事
業
者
の
効

率
的
運
用
が
可
能
に
な
る
工
夫

が
必
要
。
活
用
を
関
係
部
署
と

協
議
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
橋
梁
の
維
持
管
理
計
画
と

市
管
理
施
設
の
耐
震
化
率
、
維

持
管
理
費
の
概
算
を
聞
く
。

■答　
市
内
の
橋
梁
数
は
660
、
15

ｍ
以
上
の
橋
が
104
あ
る
。
平
成

33
年
を
め
ど
に
長
寿
命
化
修
繕

を
実
施
し
て
い
く
。
管
理
施
設

の
維
持
管
理
費
は
年
間
約
35
億

円
。
耐
震
化
率
は
約
63
％
。
老

朽
化
対
策
は
今
後
の
議
論
。

非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
を

■問　
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材

耐
震
点
検
の
状
況
を
聞
く
。

■答　
学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、

現
在
９
４
．
５
％
ま
で
終
了
。

工
事
を
実
施
し
た
学
校
で
は
併

せ
て
施
工
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
56
年
以
降
の
建
築
施
設
は
非

構
造
部
材
の
点
検
が
で
き
て
い

な
い
。
今
後
、
順
次
取
り
組
ん

で
い
く
。

建
設
設
計
の
進
め
方
に
つ
い
て

■問　
設
計
段
階
で
の
手
順
が
短

期
間
で
進
め
ら
れ
、
又
チ
ェ
ッ

ク
や
打
合
せ
不
備
等
で
高
額
補

正
や
未
発
注
工
事
が
多
発
し
て

い
る
。
今
後
の
進
め
方
を
問
う
。

■答　
設
計
と
工
事
着
手
を
別
年

度
と
し
工
事
費
の
正
確
な
予
算

計
上
に
努
め
る
。
技
術
面
で
は

技
術
者
に
機
能
的
に
加
わ
っ
て

も
ら
う
。
更
に
公
共
施
設
整
備

検
討
委
員
会
を
強
化
し
て
い
く
。

通
学
時
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

■問　
①
通
学
時
の
安
全
教
育
や

訓
練
の
現
状
と
対
策
②
学
校
の

意
見
を
反
映
す
る
整
備
シ
ス
テ

ム
③
交
通
社
会
人
教
育
を
教
育

現
場
に
、
の
３
点
を
問
う
。

■答　
①
危
険
箇
所
を
確
認
の
上

指
導
や
訓
練
を
し
て
い
る
。
下

校
時
に
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
る
の
で
指
導
を
徹
底
す
る
。②

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
関
係
各

課
へ
反
映
す
る
協
議
会
を
設
置

し
環
境
整
備
が
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。③
座
学
で
な
く
具

体
的
に
交
通
安
全
の
た
め
の
社

会
教
育
が
身
に
付
く

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

■問　
一
昨
年
、
高
松
周
辺
の
島

し
ょ
部
を
中
心
に
開
催
の
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
は
、

当
初
予
測
よ
り
大
き
く
上
回
り
、

経
済
効
果
は
試
算
を
２
倍
以
上

も
上
回
っ
た
。
今
回
の
同
芸
術

祭
２
０
１
３
は
、
本
市
の
粟
島

が
新
規
参
加
エ
リ
ア
と
な
っ
て

い
る
。
芸
術
祭
開
催
中
は
も
ち

ろ
ん
、
終
了
し
て
も
継
続
的
に

訪
れ
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
作
品
が

設
置
で
き
る
よ
う
島
民
も
期
待

し
て
い
る
の
で
そ
の
思
い
を
実

行
委
員
会
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

■答　
ア
ー
ト
作
品
を
通
し
て
島

遍
路
や
民
族
、
暮
ら
し
、
食
な

ど
島
文
化
の
発
信
の
場
と
し
て
、

滞
在
期
間
中
交
流
を
重
ね
、
島

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
ア

ー
ト
作
品
の
設
置
と
、
空
き
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
な
ど
実

行
委
員
会
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■問　
こ
れ
か
ら
受
け
入
れ
態
勢

は
、
観
光
協
会
や
島
民
の
機
運

が
高
ま
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
は
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

■答　
航
路
整
備
や
駐
車
場
の
確

保
を
含
め
検
討
し
た
い
。

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

■問　
①
契
約
者
が
な
ぜ
実
績
の

な
い
エ
コ
マ
ス
タ
ー
な
の
か
？

②
三
豊
市
ご
み
処
理
技
術
検
討

委
員
会
の
決
定
と
異
な
る
の
は

な
ぜ
か
？
③
単
価
１
㎏
20
円
が

な
ぜ
22
円
に
な
っ
た
の
か
？
④

多
く
の
質
問
に
対
し
て
非
公
開

と
す
る
の
は
な
ぜ
か
？

■答　
①
㈱
パ
ブ
リ
ッ
ク
や
エ
ビ

ス
紙
料
㈱
な
ど
固
形
燃
料
の
実

績
が
あ
る
企
業
が
つ
く
っ
た
の

で
問
題
は
な
い
。②
ご
み
処
理
技

術
検
討
委
員
会
委
員
長
の
同
意

を
確
認
し
決
定
し
た
。③
現
在
の

処
理
費
は
１
㎏
30
円
で
あ
り
、

単
価
の
計
算
は
し
た
。④
公
開
し

な
い
こ
と
を
条
件
に
募
集
し
た
、

し
か
し
、
で
き
る
だ
け
公
開
す
る
。

土
地
寄
附
採
納
時
の
費
用
負
担

■問　
市
道
、
生
活
道
や
農
道
の

拡
幅
時
の
土
地
の
寄
附
採
納
時

に
発
生
す
る
経
費
を
市
が
負
担

す
る
考
え
は
な
い
か
。

■答　
市
道
に
つ
い
て
は
市
が
負

担
す
る
。
農
道
な
ど
は
受
益
者

負
担
を
伴
う
補
助
事
業
と
し
た

い
。

ご
み
処
理
施
設
の
整
備

■問　
ご
み
処
理
方
式
は
ト
ン
ネ

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
、
運
営
方

法
を
民
設
民
営
方
式
に
決
定
し
、

株
式
会
社
エ
コ
マ
ス
タ
ー
を
選

定
し
、
協
定
書
の
締
結
も
終
わ

っ
た
。
残
さ
れ
た
問
題
は
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
地
元
推
進
を

ど
う
す
る
か
、
民
設
民
営
で
あ

る
の
で
事
業
者
が
全
力
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

三
豊
市
と
し
て
も
御
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
の
努
力
、
対
応
は

必
要
で
あ
る
。
市
の
取
り
組
み

姿
勢
を
問
う
。

■答　
三
豊
市
が
処
理
の
委
託
を

行
う
ご
み
の
全
量
を
処
理
す
る

工
場
を
三
豊
市
内
に
設
け
る
こ

と
、
処
理
工
場
の
設
置
お
よ
び

運
営
に
係
る
費
用
は
、
土
地
代

も
含
め
、
す
べ
て
株
式
会
社
エ

コ
マ
ス
タ
ー
の
負
担
と
す
る
と

規
定
し
て
い
る
。

　

民
設
民
営
で
あ
っ
て
も
三
豊

市
内
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
一

般
廃
棄
物
の
排
出
責
任
は
三
豊

市
と
な
る
の
で
、
そ
の
立
場

か
ら
誠
意
を
持
っ
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

５
年
後
の
三
豊
市
の
農
業

■問　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

■答　
中
核
と
な
る
担
い
手
の
確

保
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
そ

の
担
い
手
に
農
地
を
集
積
し
、

就
農
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

■問　
集
落
営
農
の
法
人
化

■答　
経
営
者
と
し
て
の
能
力
の

開
花
・
向
上
、
金
融
機
関
、
取

引
先
な
ど
に
対
す
る
信
用
の
向

上
、
後
継
者
確
保
・
育
成

が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

■問　
異
業
種
の
農
業

参
入
に
つ
い
て

■答　
建
設
業
を
中
心
と
し
て
、

幾
つ
か
の
企
業
が
参
入
を
計
画

し
、
既
に
農
業
生
産
法
人
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
企
業
も

あ
る
。
市
と
し
て
農
業
振
興
対

策
基
金
事
業
補
助
金
を
活
用
い

た
だ
き
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

■問　
市
の
特
産
品
を
つ
く
る
取

り
組
み

■答　
昨
年
で
き
た
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
と

ら
え
、
各
方
面
の
意
見
を
い
た

だ
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

高
瀬
駅
舎
の
改
築
に
つ
い
て

■問　
本
庁
舎
の
移
転
を
機
に
、

当
局
に
お
い
て
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
と
庁
舎
周
辺
の
公

共
施
設
の
整
備
計
画
に
取
り
組

む
よ
う
だ
が
、
駅
舎
も
公
共
施

設
と
と
ら
え
、
整
備
計
画
の
中

へ
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
市
長

に
問
う
。

■答　
高
瀬
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
要
素
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
と
協

議
を
持
ち
、
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

■問　
市
内
各
小
中
学
校
の
通
学

路
の
安
全
性
の
確
認
は
で
き
て

い
る
の
か
教
育
長
に
問
う
。

■答　
年
度
初
め
に
学
校
安
全
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
再
度
各

学
校
に
お
い
て
、
安
全
な
通
学

路
の
確
保
と
そ
の

状
況
を
把
握
す
る

よ
う
に
指
示
を
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■問　
市
役
所
前
の
通
り
名
を「
大

学
通
り
」
か
ら
「
市
役
所
通
り
」

に
改
め
て
は
ど
う
か
。

■答　
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■問　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
風
車
、
小
水
力

な
ど
）
自
ら
の
地
域
資
源
を
利

活
用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
取
り
組
み
は
。

■答　
田
園
都
市
み
と
よ
の
創
造

の
中
で
、
地
域
の
持
つ
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
し
、

豊
か
な
自
然
と
共
存
す
る
三
豊

市
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

個
人
情
報
取
り
扱
い
に
つ
い
て

■問　
市
役
所
内
、
メ
ー
ル
配
信
、

学
校
関
係
の
個
人
情
報
の
漏
え

い
管
理
は
さ
れ
て
い
る
か
。

■答　
市
役
所
内
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
個
人
情
報
を
扱
う
端
末

の
外
部
媒
体
へ
の
書
き
込
み
を

制
限
し
て
い
る
。

メ
ー
ル
配
信
に

つ
い
て
も
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
指
導
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
で
も
学
校
関
係
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
を
含
む
ハ
ー
ド
整

備
は
終
了
し
て
お
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
管
理
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
指
導
し
て
い
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う

■問　
平
成
18
〜
23
年
ま
で
の
施

政
方
針
施
策
は
果
た
せ
た
か
。

■答　
十
分
で
な
い
の
は
既
存
施

設
の
統
廃
合
を
含
む
有
効
利
用

だ
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
今
後
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
説
明

の
中
心
に
お
い
て
い
き
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
も
に
、
将
来
世
代

の
負
担
も
考
え
て
、
各
論
に
臨

ん
で
ま
い
り
た
い
。

■問　
合
併
10
年
に
向
け
て
今
後

の
市
政
に
お
い
て
、
市
長
の
施

政
を
伺
う
。

■答　
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
、
現
時
点
で
は

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
が
、

し
か
し
、
４
年
後
か
ら
の
段
階

的
な
普
通
交
付
税
一
本
算
定
や

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
大
型
事

業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
末
に
は
財
政
調
整
基
金

残
高
は
27
億
程
度
ま
で
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

現
在
の
よ
う
な
財
政
状
況
は
、

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

横
山　
　

強
議
員

川
﨑
秀
男
議
員

山　

本　
　

明
議
員

鴨　

田　
　

偕
議
員

浜
口　

恭
行
議
員

西
山　

彰
人
議
員

小
林　

照
武
議
員

込
山　

文
𠮷
議
員

前　

川　
　

勉
議
員

藤
田　

公
正
議
員

６月定例会の一般質問は、６月13日・14日・15日の３日間行われ、市政全般にわたる諸問題について
16人の議員が質問しました。　　　　　 ＊質問者順に掲載（原稿は質問者本人が書いています）

し
ゅ
ん
せ
つ

か
し
ょ
う

く
っ
さ
く



市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

委
員
会
審
査

一
般
質
問

委
員
会
審
査
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東
日
本
大
震
災
で
の
後
方
支
援

拠
点
、
四
国
で
も
検
討
を

■問　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
海

岸
線
の
市
役
所
な
ど
が
機
能
不

全
の
中
、
岩
手
県
遠
野
市
は
体

育
館
を
物
資
セ
ン
タ
ー
と
し
て

支
援
物
資
を
集
積
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
に
な
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
拠
点
が
設
立
さ
れ
た
。

　

遠
野
市
は
、
交
通
の
要
衝
に
あ

り
、
２
０
０
７
年
か
ら
三
陸
津

波
を
想
定
し
た
岩
手
県
４
市
３

町
連
携
し
た
後
方
支
援
構
想
に

着
手
し
て
い
た
。
地
震
後
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
、
被
災
地

の
後
方
支
援
に
つ
い
た
。
県
は

後
方
支
援
基
地
と
し
、
職
員
を

派
遣
し
支
援
体
制
を
確
立
し
た
。

後
方
支
援
に
対
す
る
本
市
の
取

り
組
み
姿
勢
と
状
況
は
ど
う
か
。

■答　
中
央
防
災
会
議
で
も
、「
防

災
計
画
等
に
被
災
地
域
以
外
の

後
方
支
援
基
地
の
位
置
づ
け
を

行
う
べ
き
」
と
の
提
言
が
さ
れ
、

四
国
地
震
防
災
基
本
戦
略
で
も
、

「
国
営
公
園
を
広
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
」
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
三
豊
市
で
も
防
災
計
画

見
直
し
の
中
で
考
え
た
い
。

2地
域
農
産
物
利
用
促
進
セ
ン
タ

ー
今
年
8
月
末
で
休
止
に
対
し

■問　
市
長
が
高
瀬
町
内
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の

「
一
般
給
食
」
を
、
唐
突
に
休
止

決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一

般
給
食
利
用
者
は
経
過
を
知
ら

さ
れ
ず
、
反
対
に
利
用
者
の
17

倍
（
約
３
千
名
）
の
方
々
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
給
食
の
存
続
を
と

５
月
末
嘆
願
書
が
出
た
。
こ
こ

の
給
食
は
野
菜
た
っ
ぷ
り
、
利

用
者
の
食
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

健
康
で
長
寿
な
市
民
が
増
え
、

医
療
費
の
か
か
ら
な
い
体
に
す

る
た
め
と
、
全
国
で
も
類
の
な

い
公
共
一
般
給
食
を
市
内
全
域

に
広
げ
ず
に
切
り
捨
て
る
の
か
。

■答　
民
間
業
者
が
増
加
し
た
今

日
、
民
間
が
や
れ
る
こ
と
を
無

理
し
て
、
貴
重
な
税
金
を
投
入

し
て
ま
で
公
共
が
す
る
必
要
が

な
い
と
考
え
る
。　

■問　
民
間
給
食
は
、
客
の
嗜
好

に
応
じ
て
食
べ
た
い
物
を
出
す
。

食
べ
る
人
の
栄
養
、
健
康
面
を

考
え
て
い
な
い
。
再
考
は
。

■答　
準
備
し
て
い
ま
せ
ん
。

＊
他
、
３
問
を
質
問

事
業
の
経
費
削
減
に
つ
い
て

■問　
現
在
６
年
目
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
に
つ
い
て
、

改
善
努
力
は
伺
え
る
が
、
収
支

状
況
の
検
証
・
改
善
は
ど
う
か
。

■答　
効
率
的
な
運
行
計
画
を
行

っ
て
い
る
。
路
線
の
利
用
状
況

に
応
じ
て
小
型
車
両
を
導
入
し

て
い
る
。
今
後
、
市
内
行
事

の
際
の
利
用
促
進
を
図
る
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■問　
市
役
所
に
お
け
る
電
算
事

務
委
託
、
シ
ス
テ
ム
修
正
、
保

守
業
務
に
か
か
る
経
費
削
減
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。
か
な
り
の

年
間
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が

委
託
業
務
の
精
査
、
シ
ス
テ
ム

の
最
適
化
の
見
直
し
は
な
い
か
。

■答　
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
経
費

は
約
３
億
５
千
万
円
弱
で
あ
る
。

た
だ
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
不
可

欠
の
費
用
で
あ
る
。
今
後
は
、

シ
ス
テ
ム
の
乱
立
、
情
報
資
産

の
二
重
投
資
を
防
ぐ
た
め
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
。
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
た
人
材
の

確
立
の
た
め
、
職
員
採
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後

も
更
な
る
調
査
研
究
を
行
う
。

被
災
時
に
お
け
る

受
援
体
制
に
つ
い
て

■問　
大
規
模
自
然

災
害
時
の
受
援
体
制
の
要
と

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
実

務
的
な
期
待
が
大
き
い
。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
受
入
な
ど
、
危
機
管
理
計

画
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
問
う
。

■答　
地
域
防
災
計
画
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

組
織
体
制
や
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
の
具
体
的
記
載
は
な
い
。

今
後
、
連
携
の
意
識
づ
け
か
ら

も
覚
書
締
結
に
取
り
組
み
た
い
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

■問　
閣
議
決
定
さ
れ
た
中
小
企

業
憲
章
の
理
念
を
軸
に
し
た
、

こ
の
ま
ち
に
相
応
し
い
、
地
域

経
済
活
性
化
を
促
す
条
例
制
定

が
必
要
と
考
え
る
。

■答　
国
の
定
め
る
中
小
企
業
基

本
法
で
十
分
だ
と
考
え
て
き
た

が
、
市
と
し
て
の
施
策
の
体
系

的
な
も
の
と
し
て
必
要
と
考
え
、

基
本
条
例
を
制
定
す
る
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て

■答　
色
覚
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
色
使
い
や
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

が
、
多
く
の
人
に
情
報
を
正
確

に
伝
え
る
必
要
性
か
ら
も
研
究

し
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

■問　
食
物
や
蜂
の
急
性
ア
レ
ル

ギ
ー
で
年
間
30
人
か
ら
40
人
が

死
亡
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で

重
篤
な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
と
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

■答　
保
護
者
か
ら
聞
き
取
り
を

し
、
対
応
体
制
を
組
ん
で
い
る
。

校
長
会
や
学
校
医
部
会
で
研
修

も
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
自
己

注
射
エ
ピ
ペ
ン
は
使
用
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
研
修
に
積
極

的
に
参
加
指
導
し
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
。

■問　
養
蜂
、
林
業
関
係
者
、
シ

ル
バ
ー
人
材
会
員
に
重
篤
症
状

時
に
エ
ピ
ペ
ン
使
用
の
周
知
に

つ
い
て
問
う
。

■答　
ま
ず
は
、
主
治
医
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
、
医
師
会
と
も

連
携
し
、
関
係
職
業
の
団
体
等

へ
の
周
知
を
検
討
す
る
。

市
の
退
職
手
当
金
に
つ
い
て

■問　
国
家
公
務
員
の
退
職
手
当

は
５
月
23
日
開
催
の
政
府
有
識

者
会
議
で
民
間
よ
り
402
万
円
高

い
と
指
摘
さ
れ
た
。
本
市
の
特

別
職（
任
期
４
年
で
月
額
報
酬

の
）
市
長
は
１
７
．５
２
カ
月
、

副
市
長
１
０
．５
６
カ
月
、
教
育

長
７
．９
２
カ
月
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
公
務
上
の
傷
病
、
死
亡

に
よ
り
退
職
し
た
場
合
は
1.5
倍

に
な
る
。
職
員
の
場
合
35
年
以

上
の
勤
務
に
対
し
て
最
高
５
９
．

２
８
カ
月
が
支
給
さ
れ
る
。
こ

の
支
給
基
準
は
ど
ん
な
手
順
を

踏
ん
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

■答　
決
定
は
特
別
職
も
含
め
て

香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
で

行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
一
般
職

員
は
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

に
準
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

手
当
の
支
給
率
な
ど
に
つ
い
て

は
、
組
合
内
の
退
職
手
当
業
務

等
運
営
委
員
会
で
調
査
、
審
議

し
て
決
め
て
い
る
。

■問　
議
決
し
て
い
る
総
合
事
務

組
合
の
議
員
の
構
成
を
住
民
中

心
に
変
更
す
べ
き
と
申
し
上
げ

た
い
。 多　

田　
　

治
議
員

詫
間　

政
司
議
員

水
本　

真
奈
美
議
員

金
子　

辰
男
議
員

岩
田　

秀
樹
議
員

三
木　

秀
樹
議
員

特
定
団
体
経
営
機
構
管
理
基
金

条
例
の
廃
止

■問　
各
施
設
ご
と
の
修
繕
と
基

金
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
示
せ
。

■答　
施
設
ご
と
に
定
め
た
修
繕

計
画
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

基
金
運
用
は
、
個
々
の
条
例
に

基
づ
き
行
う
が
、
そ
の
基
準
に

つ
い
て
は
指
定
管
理
者
と
締
結

し
た
協
定
書
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

■問　
各
施
設
の
利
用
客
数
や
経

営
状
況
を
総
括
さ
れ
た
い
。

■答　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
出

控
え
な
ど
に
よ
り
利
用
客
数
が

減
少
し
た
こ
と
、
お
よ
び
燃
料

費
の
高
騰
で
前
年
度
に
比
べ
、

経
営
状
況
は
悪
く
な
っ
て
い
る

が
、
赤
字
に
は
陥
っ
て
い
な
い
。

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
地
域
内
分
権
推
進
事
業
に

お
け
る
講
演
会
の
実
施
時
期
は
。

■答　
詫
間
地
区
以
外
の
６
地
区

で
の
説
明
会
が
終
わ
り
、
市
の

方
針
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
き

渡
っ
た
頃
合
と
考
え
て
い
る
。

■問　
中
小
企
業
振
興
基
金
残
高

に
つ
い
て
だ
が
、
基
金
は
全
て

使
い
切
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

■答　
審
査
委
員
会
の
審
査
結
果

お
よ
び
実
績
報
告
に
基
づ
く
精

算
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

■問　
が
ん
ば
る
企
業
応
援
事
業

の
公
募
を
年
２
回
と
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

■答　
本
年
度
は
期
間
が
な
く
再

募
集
で
き
な
い
が
、
来
年
度
以

降
は
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

「
農
利
セ
ン
タ
ー（
一
般
給
食
）

の
存
続
を
求
め
る
請
願
書
」
は
、

増
加
す
る
赤
字
補
て
ん
に
つ
き

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
存
続
の
実
現
は

困
難
で
あ
る
と
し
て
不
採
択
と

な
っ
た
が
、
休
止
に
向
け
て
は
、

利
用
者
へ
の
早
急
な
周
知
・
説

明
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
の
意
見
が
付
さ
れ
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
　

６
月
19
日
開
催
の
総
務
教
育
常

任
委
員
会
に
は
、
２
議
案
お
よ
び

１
請
願
が
付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

■問　
委
員
の
定
数
が
10
人
減
に

な
る
の
は
施
行
令
で
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。
選
挙
区
の
委
員
定

数
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

の
か
。

■答　
定
数
の
基
準
は
施
行
令
で

決
ま
っ
て
い
る
。
委
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
選
挙
人
の
数
と
農

地
面
積
を
基
礎
に
比
例
配
分
し

た
数
で
あ
る
。

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
方
法
と

捕
獲
の
実
績
は
。

■答　
被
害
多
発
地
域
に
カ
メ
ラ

セ
ン
サ
ー

を
貸
し
出

し
、
場
所

の
特
定
を

は
か
り
、

わ
な
、
お

り
を
設
置

す
る
。

　

23
年
度
は
46
頭
、
24
年
度
も

４
月
か
ら
今
ま
で
25
頭
の
捕
獲

が
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結■問　

改
良
住
宅
建
替
工
事
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
も
と
工
期

の
延
長
が
あ
り
変
更
契
約
と
な

っ
た
、
建
替
事
業
な
ど
に
対
す

る
当
局
の
対
策
を
問
う
。

■答　
合
併
前
か
ら
の
懸
案
で
あ

り
地
元
検
討
委
員
会
と
協
議
を

進
め
て
き
た
事
業
で
、
工
事
内

容
の
変
更
に
よ
り
事
業
費
の
確

定
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

今
後
の
公
共
事
業
は
、
一
定
の

基
準
を
設
け
、
そ
れ
に
よ
り
基

本
設
計
、
実
施
設
計
を
公
共
施

設
整
備
検
討
委
員
会
で
審
議
を

重
ね
、
十
分
な
工
期
の
確
保
を

図
る
体
制
に
す
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。
ま
た
、「
工
事
請
負
契
約

の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

に
対
す
る
付
帯
決
議
」
を
可
決

し
、
本
会
議
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　

６
月
20
・
25
日
開
催
の
建
設
経

済
常
任
委
員
会
に
は
、
３
議
案
が

付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁



市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
審
査
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平
成
22
年
6
月
30
日
「
議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
、
平
成
23
年
4
月
22
日
、
議
会
改
革
分
科
会
と
行
財
政
改
革
分
科
会
の

設
置
を
決
定
し
た
。

　

議
会
改
革
分
科
会
に
お
い
て
は
、
所
管
事
項
を
議
会
改
革
と
議
会
基
本

条
例
制
定
と
定
め
、
議
会
基
本
条
例
制
定
に
む
け
て
、
議
会
改
革
分
科
会

に
お
い
て
９
回
、
議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
５
回

審
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
「
三
豊
市
議
会
基
本
条
例
（
案
）」
と

し
て
、
平
成
23
年
12
月
の
全
員
協
議
会
で
委
員
長
に
よ
る
中
間
報
告
を
行

っ
た
。
特
別
委
員
会
に
お
い
て
さ
ら
に
、
検
討
、
協
議
を
重
ね
て
本
年
中

に
三
豊
市
議
会
基
本
条
例
を
成
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
所
管
事
項
の
議
会
改
革
の
一
つ
で
あ
る
「
議
員
定
数
」
に
つ

い
て
、
議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
３
回
審
査
を
重
ね
て
い

る
。

　

次
に
、
行
財
政
改
革
分
科
会
で
は
、「
組
織
改
革
」
と
し
て
、
ス
リ
ム
化

と
効
率
化
の
視
点
か
ら
、
組
織
の
活
性
化
を
求
め
、
所
管
の
現
況
や
課
題

を
調
査
し
、
組
織
改
革
、
さ
ら
に
「
合
併
特
例
債
の
活
用
」
な
ど
協
議
し

た
。

　

ま
た
、「
公
共
施
設
の
有
効
活
用
」
と
し
て
、
平
成
23
年
度
中
に
施
設
の

現
況
調
査
を
し
、
公
共
施
設
概
要
調
査
結
果
の
作
成
を
終
え
、
調
査
報
告

を
受
け
て
「
第
１
章
公
共
施
設
概
要
調
査
に
つ
い

て
」
か
ら
、「
第
５
章
公
共
施
設
の
再
配
置
の
視
点

ま
で
」
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
三
豊
市
公
共

施
設
の
再
配
置
に
関
す
る
方
針
（
素
案
）
が
策
定

さ
れ
、
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
た
。
し
か
し
内

容
に
つ
い
て
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
今
後

も
慎
重
審
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
議
会
・
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
、

市
民
と
議
会
の
連
携
を
密
に
し
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
説
明
責
任
を
十
分

に
果
た
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

当
委
員
会
は
、
学
校
の
再
編
整
備
を
は
じ
め
４
項
目
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
学
校
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議
だ
け

で
な
く
、
意
見
交
換
会
と
い
う
形
で
関
係
市
民
の
方
々
と
膝
を
交
え
つ
つ

審
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
や
保
護
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の

合
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
を
条
件
に
、「
学
校
再
編
整

備
方
針
」
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
再
編
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

疲
弊
化
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
の
跡
地
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
市
が
一
丸

と
な
っ
て
早
急
に
立
案
し
実
現
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

次
に
、
学
校
給
食
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
と
自
校

方
式
が
併
存
す
る
現
状
の
中
、
い
か
な
る
方
式
を
と
る
べ
き
か
に
議
論
が

集
中
し
た
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
な
ど
自
校
方
式

の
メ
リ
ッ
ト
を
可
能
な
限
り
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、
セ
ン
タ
ー
方

式
で
市
内
２
カ
所
に
整
備
す
る
こ
と
と
決
定
し
た
。

　

次
に
、
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
進
む
現
有
施
設
の
現

状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
火
葬
場
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
新
火
葬
場
は

市
内
北
部
お
よ
び
南
部
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

最
後
に
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
の
整
備
開
始
か
ら
本
年
１
月
の
市
内

全
域
で
の
供
用
開
始
ま
で
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

に
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
未
加
入
世
帯
の
解

消
や
運
用
面
に
お
い
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
た
も
の
と
な
る
よ
う
更
な
る
検
討
を
求
め
た
。

　

以
上
、
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
期
限
切
れ
が

迫
る
中
、
山
積
す
る
課
題
に
今
後
も
鋭
意
取
り
組

む
よ
う
市
に
対
し
て
強
く
要
望
し
、
当
委
員
会
の

報
告
と
す
る
。

　

当
委
員
会
の
所
管
事
項
は
、「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
、

ご
み
処
理
方
式
・
事
業
実
施
及
び
近
隣

市
町
と
の
廃
棄
物
再
資
源
利
活
用
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
」
で

あ
り
、
委
員
会
で
は
、
主
に
次
期
ご
み

処
理
方
式
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ

た
。

　

本
市
が
一
般
廃
棄
物
処
理
を
し
て
い

る
三
観
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
25
年
３
月
31
日
で
、
ご
み
の
搬
入

を
中
止
し
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
、
既
に

決
定
し
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
次
期

ご
み
処
理
方
式
を
ど
う
す
る
か
は
、
緊

急
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

三
豊
市
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
や
、
市
長
か

ら
の
提
案
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の
調
査
結
果
や
本
市
に
お
け
る
ご
み
分

別
収
集
の
現
状
、
環
境
面
、
実
証
試
験
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
審
査
を
行

っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
循
環
型
社
会
の
構
築
、
民
間
の
技
術
力
を
生
か
し
地
元

企
業
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
、
市
の
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
、

本
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
は
、
処
理
方
式
は
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式

（
固
形
燃
料
原
料
お
よ
び
肥
料
原
料
の
製
造
）
と
し
、
運
営
方
法
は
民
設

民
営
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
決
定
。
次
期
ご
み
処
理
業
務
委
託
候
補
者
と

し
て
株
式
会
社
エ
コ
マ
ス
タ
ー
を
承
認
し
、
市
は
株
式
会
社
エ
コ
マ
ス
タ

ー
お
よ
び
関
係
３
社
と
協
定
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
近
隣
市
町
と
広
域
処
理
の
協
議
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
が
早
期
に
着
工
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
調
査
終
了
と
し
た
。

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
老
人
福
祉
費
の
補
助
金
で
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対
策
は
、

具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

■答　
居
場
所
づ
く
り
事
業
と
見

守
り
事
業
が
あ
る
。
居
場
所
づ

く
り
事
業
は
、
高
齢
者
が
い
つ

行
っ
て
も
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
常
設
の
場
所
づ
く
り
だ
。
見

守
り
事
業
は
、

声
か
け
な
ど
を

す
る
組
織
づ
く

り
を
す
る
。

■問　
母
子
福
祉
費
の
委
託
料
、

妊
産
婦
入
所
措
置
費
は
、
ハ
イ

リ
ス
ク
出
産
に
よ
る
母
子
自
立

支
援
事
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
内
容
は
。

■答　
児
童
福
祉
法
第
22
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
制
度
で
、
保
健

上
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
理
由
で
入
院
助
産

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
が

あ
れ
ば
措
置
を
行
う
。

■問　
児
童
措
置
費
の
扶
助
費
で
、

児
童
手
当
支
給
事
業
と
子
ど
も

手
当
支
給
事
業
の
組
み
換
え
を

し
て
い
る
が
、
昨
年
10
月
に
子

ど
も
手
当
か
ら
保
育
料
や
学
校

給
食
費
へ
の
充
当
支
給
が
可
能

と
な
っ
た
と
聞
く
が
、
ど
う
い

う
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

■答　
現
状
は
、
保
育
料
や
給
食

費
に
充
当
す
る
検
討
は
で
き
て

い
な
い
。

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
税
条
例
の
一

部
改
正
の
条
例
制
定
）
と
（
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
の
条
例
制
定
）、
お
よ
び
住
民

基
本
台
帳
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
条
例
の
制
定
、
神
田
地
区

老
人
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃

止
は
、
い
ず
れ
も
質
疑
、
討
論

な
し
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

民
生
常
任
委
員
会
　

６
月
21
日
開
催
の
民
生
常
任
委

員
会
に
は
、
５
議
案
が
付
託
さ
れ

審
査
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

▲有効活用が期待される市民交流センター

▲RPF工場の視察の様子

▲子どもたちにとってより良い教育環境を整備するために

特別委員会からの報告 　６月１５日には、３つの特別委員会からこれまで行ってきた調査・研究についての終了報告が
ありました。要旨は次のとおりです。

三豊市議会・議会広報委員会●三豊市議会だよりの発行・編集は 〒767－8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地1　☎73－3009

議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会
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三
豊
市
中
小
企
業

振
興
基
金
事
業

歩
行
動
作
と
映
像
を
連
動
さ
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
の
開
発

結
婚
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
提
供

株
式
会
社
エ
イ
デ
ン
（
三
野
町
）

髪
弘
（
豊
中
町
）

12

結
婚
式
や
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
の
撮

影
・
編
集
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
や
紹
介
ビ
デ

オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
映
像
制
作
を
幅

広
く
手
が
け
て
い
る
株
式
会
社
エ
イ
デ
ン
。

23
年
度
に
は
、
地
元
の
特
産
品
や
観
光
地

な
ど
街
の
魅
力
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
番
組

「
み
と
よ
エ
ン
タ
メ
バ
ラ
エ
テ
ィ
M
の
ツ

ボ
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
屋
内
で
も
美
し
い
自
然
や
季

節
感
を
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
、
健
康
増

へ
ア
ー
カ
ッ
ト
や
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
、

ス
カ
ル
プ
ケ
ア
な
ど
を
展
開
し
て
い
る

理
容
室
髪
弘
。
今
回
は
、
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
結
婚
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
結
婚
を
控
え
て
い
る
人
、
も
っ

と
自
分
に
自
信
を
持
ち
た
い
人
な
ど
、

お
客
様
の
要
望
に
合
わ
せ
、
美
の
技
術

を
活
か
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
を
し
ま
す
。

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

思
い
立
ち
、
近
年
急
速
に
普
及
し
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
、
歩
行

運
動
と
映
像
を
連
動
さ
せ
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
歩
く
振
動
に
よ
っ
て
発
す

る
信
号
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
映
像
が

動
き
、
実
際
に
外
で
歩
い
て
い
る
よ
う

な
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
だ
け
で
な
く
、
地

元
の
町
並
み
や
風
景
、
観
光
名
所
な

ど
を
映
像
化
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
体
験
学
習
や
観
光
客
誘
致
に

つ
な
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。

亀
山
社
長
は
「
自
分
が
動
い
て
楽

し
め
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
今
後
は
ス

ム
ー
ズ
な
歩
行
映
像
を
表
現
で
き
る

よ
う
に
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
の
開
発
に
よ
り
、
運
動
の
促

進
と
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
れ
ば
」

と
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
意
欲
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

説
明
会
を
順
次
開
催

し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
し
た
い
人
が
自
主
的
に
集
ま
る
、
町

を
単
位
と
す
る
会
員
制
の
組
織
で
す
。
町
民

で
あ
れ
ば
誰
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
市
か
ら
交
付
金
を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4

市
内
7
町
で
開
か
れ
た
市

民
対
話
集
会
に
お
い
て
、
地

域
内
分
権
推
進
事
業
の
説
明

を
し
ま
し
た
。

7
月
11
日
か
ら
は
、
町
ご

と
に
自
治
会
長
や
公
民
館
長
、

各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
地
域
内
分
権

推
進
事
業
に
つ
い
て
説
明
会

が
順
次
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
設
立
に
向
け
て
の

手
順
や
事
業
内
容
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席
者
か
ら
多

く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
設
立
手
順
は
次
の
と
お
り

で
す
。

 ①
役
員
選
考
委
員
推
薦
会

説
明
会
で
了
承
い
た
だ
い
た
「
役
員
選
考
委
員
推
薦

会
」（
自
治
会
連
合
会
支
部
長
や
公
民
館
長
な
ど
で
構

成
）
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
隊
の
役
員
（
理
事
、
監
事
）
を
選
考
す
る
委
員

を
推
薦
し
ま
す
。

 ②
役
員
選
考
委
員
会

次
に
、
①
で
推
薦
さ
れ
た
委
員
は
「
役
員
選
考
委
員

会
」
を
組
織
し
ま
す
。
役
員
選
考
委
員
会
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
隊
の
役
員
と
事
務
局
長
を
選
考
し
ま

す
。
役
員
は
、
特
定
の
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
幅
広

い
世
代
、
性
別
か
ら
選
考
し
ま
す
。

 ③
設
立
準
備
会

選
考
さ
れ
た
役
員
候
補
者
と
事
務
局
長
候
補
者
は「
ま

ち
づ
く
り
推
進
隊
設
立
準
備
会
」
を
組
織
し
ま
す
。

こ
の
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
規
約
の
原
案
や

《
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
》

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
は
、
会
員
や
役
員
が
協
議
し
て
作

成
し
た
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
の
予
算
の
範
囲
内
で

交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
交
付
金
を
用

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
自

主
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
飲
食
費
な

ど
使
い
道
が
制
限
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
内
分
権
推
進
課　

☎
73
・
3
0
1
2

今
後
の
事
業
の

進
め
方
な
ど
を

検
討
・
決
定
し

ま
す
。

 ④
設
立
総
会

規
約
の
原
案
や

事
業
の
進
め
方

な
ど
が
決
ま
れ

ば
、
自
治
会
長

や
公
民
館
長
、

各
種
団
体
の
代

表
者
の
皆
さ
ん

に
再
度
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊

設
立
総
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
設
立
総
会
で
規
約
や

役
員
人
事
が
承
認
さ
れ
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
市
に
設

立
を
届
け
出
る
と
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
」
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
す
。

 ⑤
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
設
立
後
、
設
立
総
会
で
承
認
さ

れ
た
規
約
に
基
づ
い
て
、
会
員
の
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の
専
属
事
務
所
が

設
置
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

そ
こ
で
新
し
く
取
り
入
れ
た
の
が
、
耳

つ
ぼ
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
メ
ン
ズ
エ
ス
テ
で
す
。

特
に
メ
ン
ズ
エ
ス
テ
は
仕
事
の
合
間
を
ぬ

っ
て
技
術
を
習
得
。「
エ
ス
テ
は
、
感
覚

的
な
も
の
な
の
で
、
満
足
す
る
も
の
を
提

供
で
き
る
ま
で
に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
男
性
は
ま
だ
ま
だ
エ
ス
テ
と

い
う
も
の
に
抵
抗
が
あ
る
人
が
多
く
、
ど

の
よ
う
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
の

か
、
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
分
、
は
じ
め

て
体
験
し
た
人
が
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
と

綺
麗
に
な
っ
て
帰
る
姿
を
見
る
と
と
て
も

嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
合
田
代
表
。
そ

の
他
に
も
、
地
域
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ヘ
ア
ー
ア

レ
ン
ジ
を
手
が
け
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
、

自
信
が
も
て
た
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

貸
衣
装
屋
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

に
な
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、「
も
っ
と
貸
衣

装
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
工
夫
を
し
た
い
」
と
、
更
な
る
展
開

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲トップを切って開催された豊中町説明会

① ② ③ ④



帆船
「日本丸」が 入港

第 41回を迎えた「たくま港まつり」のメインイベントとして、帆船「日本丸」（全長約 110 メートル、
マスト高約 50メートル）が県内有数の国際貿易港として知られる詫間港に初入港。
昭和 45年詫間港が開港し、発展を願って始まったたくま港まつりが、みとよの夏まつりのトップを切
って、7月 14～ 16日に詫間港 2号岸壁とマリンウェーブ周辺で開催されました。
船体の優美さから「太平洋の白鳥」とも呼ばれる日本丸が初めて詫間港の岸壁に接岸し、船内の一般公
開やメインイベントの一つである来場者に対する謝礼を意味する儀式「登しょう礼」が行われ、市内外か
ら大勢の人が訪れました。
15日には港まつり会場で 18連 263 人がメインステージをはじめ 3カ所で、音楽に合わせてキレのあ
るダンスを披露し、観客を魅了しました。
最後は、港まつり恒例の海上花火。700 発が夜空を舞い、ライトアッ
プされた日本丸との共演でフィナーレを飾りました。

「登しょう礼」では、訓練生が 40メートルを超えるマストを登り、「ごきげんよ～！」とあいさつすると、
来場者からは大きな歓声が上がりました

「海の貴婦人」ともたとえられる雄姿が、夜の詫間港を美しく彩りました

訓練生の帽子を借りて、船員気分♪
訓練生の帽子を借りて、船員気分♪

子どもたちには
訓練生から

子どもたちには
訓練生から

プレゼントが♪プレゼントが♪

やしの実を使ってのデッキ磨きを体験
やしの実を使ってのデッキ磨きを体験

一般公開にあふれる人・人・
人！

一般公開にあふれる人・人・
人！

船内にあるさまざまな設備に船内にあるさまざまな設備に
子どもたちも興味津々子どもたちも興味津々

船上では各所で思い出の記念撮影が
船上では各所で思い出の記念撮影が

日 本 丸
NIPPON MARU

今年のまつり会場はマリンウェーブ周辺に変わり、華やかな衣装に身を包んだ踊り子たちが「サ
ンバうらしま」のリズムに合わせて、エネルギッシュに舞い踊りました。屋台にも大行列ができ、
暑さを吹き飛ばす夏の祭典が 3日間にわたって繰り広げられました。

初
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大きな声で発表してきます！

自転車走行技術を競い合うグリーンカーテンで節電の夏を
/
22
6

　子どもたちが国会で意見交換する参議院子ども国会の県
代表者に選ばれた吉津小学校の山根優斗くん、平尾勇登くん、
芳地しずくさんが、市長を表敬訪問しました。3人は、「胸を張
って、積極的に意見を言ってきます」と豊富を語っていました。

交通安全子ども自転車香川県大会が県立体育館で行われ、
市代表として比地大小学校が出場しました。学科テストや自
転車走行を行い、県 2位、個人 5位の好成績をおさめました。

高瀬中学校がゴーヤの苗 200 ポットを高瀬天然温泉に渡
しました。3年生の宮崎さんは ｢どんどんグリーンカーテン
の活動が広がってほしいです｣ と節電の取り組みを呼びかけ
ました。

/
5
7

/
16
6

楽しく理解を深めた高齢者の権利をまもる講演会
落語家の桂ひな太郎氏を迎えて「落語で楽しく成年後見制
度」と題した高齢者の権利をまもる講演会がマリンウェーブ
で行われました。参加者は、制度についての落語やトークを
聞き、笑いの中で楽しく理解を深めていました。

/
23
6

ふるさと納税
～ふるさと三豊への想いを届けてください～

ふるさと納税とは、ふるさと（応援したい、貢献した
いと思う三豊市などの地方公共団体）への寄付のことで、
所得税と住民税から一定額の控除を受けられる制度です。

【平成 23年度ふるさと三豊応援寄附の活用状況】
平成 23 年度にいただいた皆さまからの寄附金は、
24年度に次の事業に活用させていただきます。心から
お礼申し上げます。

【寄附の件数】27 件（複数の事業に指定可）
【寄附の総額】3,236,000 円

事業名 内　　容 件数
（件） 金額（円） 充当先事業名

1. ふるさとの教育、子育
　て支援等に関する事業

豊かな自然の中で子どもたちが成長
できるよう、教育や子育て支援を充
実する

5 165,000 遺児年金支給事業

2. ふるさとの自然環境保
　全に関する事業

森林や河川など、水と緑にあふれた
ふるさとの自然保護に努める 4 61,000 塵芥処理事業

3. ふるさとの父母のため
　の福祉に関する事業

安心していきいきと楽しい生活が送
れるように、健康づくりを促進する 3 65,000 健康増進事業

4. ふるさとのスポーツ・
　文化振興に関する事業

市民主体のスポーツ活動や文化芸術
活動の促進と機会の充実に努める 1 20,000 公民館活動推進事業

5. ふるさとのにぎわい創
　出に関する事業

ふるさとを元気にするため、地域の
特性を生かしたイベントや商工業の
振興を支援する

2 1,005,000
企画一般管理事業
観光振興事業
知名度向上プロジェクト

6. ふるさと応援事業
（その他市長が必要と認め
る事業）

― 12 1,920,000
定住促進事業
市ふるさと会運営事業
企画一般管理事業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
77
回
香
川
県
美
術
展
覧
会
の
表
彰
式
が
、
7
月

8
日
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、
洋
画
部
門
の

最
高
賞
で
あ
る
知
事
賞
を
松
本
弘
子
さ
ん
（
豊
中
町
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

◇
公
開
請
求
件
数　

44
件

　
　

市
長
38
件
（
う
ち
取
下
げ
1
件
）

　
　

教
育
委
員
会
4
件
、
議
会
2
件

　

・
公
開
件
数　

27
件

　
　

市
長
22
件
、
教
育
委
員
会
3
件
、
議
会
2
件

　

・
一
部
公
開
件
数　

11
件

　
　

市
長
10
件
、
教
育
委
員
会
1
件

　

・
非
公
開
件
数　

5
件

　
　

市
長
5
件
（
う
ち
不
存
在
1
件
）

◇
不
服
申
立
て
件
数　

3
件

◇
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数　

1,
2
1
0
件

◇
開
示
請
求
件
数　

87
件
（
市
長
87
件
）

　

・
開
示
件
数　

85
件

　

・
一
部
開
示
件
数　

1
件

　

・
不
開
示
件
数　

1
件
（
う
ち
不
存
在
1
件
）

◇
不
服
申
立
て
件
数　

0
件

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

　

任
期
満
了
（
9
月
30
日
）
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
告
示
日　

8
月
26
日
（
日
）

◆
投
票
日　

9
月
2
日
（
日
）

◆
選
挙
区
と
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

次
回
の
選
挙
か
ら
、
第
4
投
票
区
投
票
所
の
場
所
を
変

▼
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

☎
73
・
3
0
0
0

平
成
23
年
度
情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

選
挙
区

区
域

定
数
（
人
）

第
1

高
瀬
町

9

第
2

山
本
町

4

第
3

三
野
町

4

第
4

豊
中
町

5

第
5

詫
間
町

3

第
6

仁
尾
町

2

第
7

財
田
町

3

〈位置図〉

（変更前）

（変更後）

旧投票所名：

新投票所名：

比地小学校屋内運動場

三豊市高瀬町公民館比地二分館
（旧高瀬町保健センター）

比地
小学校屋内運動場

投
票
所

四変テック
高瀬工場

香川県農協
比地二支店

篠丸
歯科

三豊市高瀬町公民館
比地二分館

更
し
ま
す
。

※
投
票
区
の
区
域
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
高
瀬
町
比
地
全

　

域
と
比
地
中
の
一
部
で
す
。

▼問い合わせ　秘書課　☎ 73－3001
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美しい自然を残すために

手先で感じた粘土と芸術の温かささぬきうどんで繋がる絆
/
30
6

「志保山の会」（豊中町）と「真平山登山道整備ボランテ
ィア会」（三野町）の会員、志々島の皆さんが、志々島の大
楠周辺の清掃活動を行いました。また、郷土料理の茶がゆが
ふるまわれ、心温まるふれあいもありました。

彫刻家の速水史朗先生を迎え、和光中学校で陶芸授業が行
われました。粘土を使った立体作品作りは生徒全員が初めて
でしたが、先生が優しく丁寧に教えてくれたことで、全員が
自信の作品を完成させました。

「関東・三豊市ふるさと会」と「さぬきうどんと親睦の会」
の皆さんが神宮前区民会館（東京）で親睦を深めました。約
90人が参加し、うどんを作りました。懐かしいさぬきうど
んの味に、自然と会話も弾みました。

/
27
6

/
20
6

明るい社会を築きましょう
第 62回社会を明るくする運動出発式が、市役所前で行わ
れました。式のあと、参加者全員で市役所周辺を広報パレー
ドし、安全・安心のまちづくりを呼びかけました。

/
2
7

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
「
保
険
料

の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
り「
免

除
」、「
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）」、
ま
た
は
「
猶
予
」
さ

れ
ま
す
。

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一

部
納
付
額
が
未
納
の
場
合
、
未
納
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
申
請

●
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

●
学
生
納
付
特
例
申
請

保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
お
よ
び
納

付
書
、
印
鑑
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

等
を
持
っ
て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
（
1
月
1
日
現
在
）

で
の
所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
可
能
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

10
月
1
日
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
未
払
い
の
国
民
年
金

保
険
料
を
過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
3
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
際
は
、

加
算
金
が
か
か
り
ま
す
。

納
付
は
納
期
限
ま
で
に

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
原
則
と
し
て
翌

月
末
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
い
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　

善
通
寺
年
金
事
務
所　

☎
0
8
7
7
（
62
）
1
6
6
0

相
談
料
は
無
料
で
、
申
請
等
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

8
月
8
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

三
豊
市
役
所
西
館

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談

者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

※
代
理
の
人
が
来
る
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受

け
た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
6
0
2
0

福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

●
対　

象
福
祉
年
金
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
今
ま

で
に
申
請
を
し
た
人
は
、
再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
新
規
に
手
帳
を
取
得
し
た
人
は
、
市
か
ら
送
ら

れ
た
申
請
書
と
各
手
帳
、
振
込
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、
申
請
で
き
ま
す
。
支

給
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
現
金
で
の
お
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

8,
0
0
0
円
〜
1
4,
0
0
0
円
（
年
額
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

・
7
月
1
日
以
前
1
年
間
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人
（
障
害
者
施
設
、
老
人

ホ
ー
ム
等
入
所
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
障
が
い
の
種
類
や
程
度
ま
た
は
年
齢
に
よ
り
支
給

額
が
異
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
人
は
支
給
額
の
半
額
を
支
給
し
ま
す
。

●
申　

請

●
支
給
額

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

固
定
資
産
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

届
け
出
を

〜
情
報
収
集
と
正
確
な
現
状
把
握
の
た
め
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
？

税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
、
税
務
課
か
ら
家

屋
評
価
の
日
時
調
整
の
連
絡
を

行
い
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

間
取
り
や
仕
上
げ
の
確
認
を

行
い
、
評
価
額
を
算
出
し
て
、
翌

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
、

家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
？

土
地
の
使
用
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
は
？

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
「
家

屋
滅
失
届
出
書
」
を
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
売
買
・
相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
家
屋

の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
「
名
義
人
変
更
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
登
記
し
て
い
る
場
合
は
法
務

局
か
ら
通
知
が
あ
る
の
で
提
出
不
要
）

家
屋
の
用
途
変
更
で
土
地
の
使

用
状
況
が
住
宅
用
地
か
ら
非
住
宅

用
地
に
、
ま
た
は
非
住
宅
用
地
か

ら
住
宅
用
地
に
変
わ
っ
た
と
き
は

「
住
宅
用
地
変
更
申
告
書
」
を
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
土
地
の
税
額
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
宅
用
地
の
用
途
ま
た
は
家
屋
面
積
が
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
に
よ
り
変
わ
っ
た
場
合
は
、
市
条
例
に
よ
り

そ
の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
73
・
3
0
0
6

日

時

場

所

持
参
品
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７
月
１
日
付
け
で
、
次
の
皆
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

（
敬
称
略
）

日　

時　

8
月
23
日
（
木
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場　

所　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

講　

師　

渡
辺　

真
由
子　

先
生

　
　
　
　

（
メ
デ
ィ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

　
　
　
　
　

慶
応
大
学
元
講
師
、

　
　
　
　
　

テ
レ
ビ
局
元
報
道
記
者
）

テ
ー
マ　

｢

深
刻
化
す
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め

　
　
　
　
　

そ
の
現
状
と
大
人
の
役
割
」

　
　
　
　

〜
青
少
年
の
健
全
育
成
と
人
権
〜

※

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
有
り

不
動
産
取
引
と
人
権
問
題

　

結
婚
や
就
職
で
の
差
別
が
社
会
問
題
と
な
り
、
行
政
も

市
民
も
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

大
阪
で
「
土
地
差
別
調
査
事
件
」
が
発
覚
し
、
不
動
産

取
引
を
巡
る
差
別
的
取
り
扱
い
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
あ
た
り
、
不
動
産
取

引
に
関
す
る
人
権
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

土
地
調
査
差
別
事
件
と
は

　

不
動
産
取
引
で
は
物
件
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
販
売
価

格
な
ど
が
変
化
し
、
収
益
が
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
各
事
業
者
は
事
前
に
立
地
条
件
や
市
場
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

大
阪
の
事
件
と
は
、
調
査
会
社
が
差
別
的
表
現
を
用
い

て
同
和
地
区
の
存
在
を
調
査
報
告
書
に
記
載
し
た
事
件
で

す
。

　

こ
の
事
件
は
2
0
1
0
年
5
月
、
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
忌
避
意
識
」
は
差
別
を
助
長

　

長
年
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
公
然
と
し
た
部
落
差
別
事

象
は
影
を
ひ
そ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

差
別
落
書
き
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込
み
な

ど
、
同
和
関
係
者
を
「
誹
謗
」「
中
傷
」
す
る
行
為
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
同
和
地
区
か
ど
う
か
の
問
い
合

わ
せ
な
ど
部
落
差
別
を
助
長
す
る
行
為
、
あ
る
い
は
同
和

地
区
を
「
忌
避
」
す
る
意
識
も
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
忌
避
意
識
が
土
地
差
別
調
査
事
件
の
背
景
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

不
動
産
取
引
な
ど
に
お
い
て
も
、「
み
ん
な
や
っ
て
い

る
か
ら
」
と
い
う
の
で
は
な
く
慣
習
や
常
識
と
思
わ
れ
て

い
る
も
の
の
中
に
差
別
を
助
長
す
る
も
の
は
な
い
か
、
一

人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
考
え
直
し
て
く
だ
さ
い
。

入
居
差
別
を
な
く
そ
う

　

入
居
を
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
訴
え
が
同
和
関
係
者
だ
け

で
な
く
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
か
ら
も
聞
か

れ
ま
す
。
家
主
に
と
っ
て
は
支
払
い
能
力
や
火
災
な
ど
の

心
配
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
入
居
可
否
を
判
断
す
る
際
に

は
予
断
や
偏
見
で
な
く
、
合
理
的
な
判
断
が
大
切
で
す
。

正
当
的
な
理
由
な
く
断
れ
ば
居
住
権
の
侵
害
（
差
別
）
と

見
ら
れ
ま
す
。
香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
は
「
な
く

そ
う
土
地
差
別
・
入
居
差
別　
広
げ
よ
う
人
権
尊
重
の
輪
」

「
高
齢
者
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、
母
子
家
庭
等
を
理
由

に
入
居
申
し
込
み
を
拒
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

参
考

　

日
本
国
憲
法
（
第
二
十
二
条
）

１　

何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、

　

移
転
お
よ
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。

　

写
真
は
香
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

【がん検診】
　がん検診の申し込みをしていない人は、健康課までお問い合わせください。
　無料クーポン券が届いた人は、この機会にぜひがん検診を受けましょう。
《子宮頸がん検診・乳がん検診》
　集団検診または指定医療機関検診のどちらかで受けられます。
○集団検診○
　集団検診を下記の日程で行います。受診する時には、7月に届いた白い封筒を必ず
ご持参ください。詳しくは同封の「ご案内」をご覧ください。午後からは集団検診会
場に託児所を用意しています。高瀬町は９月下旬、詫間町は10月の予定です。

○指定医療機関検診○
　市内および観音寺市の指定医療機関で12月末まで受診できます。受診の際には市が発行する医療機関
用の受診票が必要です。
《胃がん検診、大腸がん検診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診》
　集団検診の申し込みをしている人には、9月に案内が届きます。大腸がん・前立腺がん検診は10月末
まで指定医療機関で受診できます。

【健康診査】
　集団検診での特定健康診査・健康診査を受診していない人は、市内および観音寺
市の指定医療機関で 10 月 31 日（水）まで受診できます。同封の「ご案内」をご覧
になり、受診する時には 6 月に届いている水色の封筒と保険証を必ずご持参くださ
い。受付時間は医療機関にお問い合わせください。なお、受診前には問診票を記入
してご持参ください。

　健診は受けただけで安心してはいけません。結果を見て自分の身体を見直す機会を持つことが大切で
す。生活習慣を改善するために自分のできる事を一緒に探してみましょう。
　ぜひこの機会に会場へお越しください。

▼問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

▼問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

＊8月26日は日曜日ですが検診を行います。高瀬町・詫間町でも日曜日の検診を予定しています。

が ん 検 診 のお 知 ら せ

８月 健 診 結 果 相 談 会 6月に受けた健康診査の結果はご覧になりましたか？

※その他の地区は 9月にあります。

場　　所 月　　日
受　付　時　間

子宮頸がん 乳 が ん 託児時間

時　間

山本町保健センター

豊中町保健センター

財田町公民館

仁尾町体育センター

三野町保健センター

8月16日㈭・17日㈮

8月23日㈭・24日㈮・26日㈰

8月28日㈫

8月30日㈭・31日㈮

9月３日㈪・４日㈫・５日㈬

13：30～15：00

(１４：００　検診開始）

13：30～
　15：30

（8/26は　　
ありません）

個人通知で
お知らせ
します

場　　　所
 ９日（木）

22日（水）
　9：30～11：00 （後期高齢者健診対象者）
13：30～15：00 （特定健診対象者）

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

高瀬町農村環境改善センター

時　間 場　　　所
20日（月） 13：30～15：00 （特定健診対象者） 山本町保健センター

暮
ら
し
の
な
か
の
同
和
問
題

じ
ん
け
ん
探
訪
24

▼
問
い
合
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せ　

人
権
課　

☎
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・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

新　

任　

木
下　

政
晴　

（
財
田
町
）

新　

任　

秋
山　

勝
美　

（
豊
中
町
）

新　

任　

馬
渕　

澄
子　

（
豊
中
町
）

再　

任　

重
信　

厚　
　

（
財
田
町
）

再　

任　

和
田　

光
博　

（
山
本
町
）

再　

任　

大
野　

邦
子　

（
山
本
町
）

テ
ー
マ

日

時

場

所

講

師
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間　

三
豊
市
人
権
・

　

同
和
問
題
講
演
会



※詳細については
　お問い合わせください。
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高齢者交通安全アドバイザーが訪問します
　多発する高齢者の交通事故を防ぐため、三豊署
では、高齢者交通安全アドバイザーが活動してい
ます。２人１組で高齢者のお宅を訪問し、交通安
全についてのアドバイスを行います。
　アドバイザーは、身分証明書を携行し、黄緑色
ジャンバー（背中に「交通安全アドバイザー、香
川県警察」と明記）を着用しています。高齢者の
事故を防ぐため、啓発活動にご理解を
お願いします。

　「世界に発信 三豊の魅力　春のおすすめ美景スポット」
などのテーマで写真を募集したところ、140 枚のすばらしい
写真をお寄せいただき誠にありがとうございました。
　入賞作品が決定しましたので、お知らせいたします。

（敬称略）
優秀賞　４点　
矢野　秀明（三豊市）　　　　　谷川　泰三（観音寺市）
真鍋　幸江（観音寺市）　　　　柏原　　宏（さぬき市）  　
佳  作  10 点　　　　　　
谷　　邦男（三豊市）　　　　　斉藤くるみ（観音寺市）　
斉藤　延子（観音寺市）2点　　谷川　泰三（観音寺市） 
西田カヲル（観音寺市）　　　　三好　計夫（観音寺市）
横山　　彰（観音寺市）　　　　小片　正一（善通寺市）
日野　　清（新居浜市）　

▲

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎56－5121（火曜・祝日休館）http://www.mitoyo.org/

　海外友好都市の中学生が市内でホームステイします。歓迎交流会に参加して、中学生たちと親善
交流を深めませんか？ 

　本年は、日中国交正常化 40周年という記念すべき年です。陝西省出身の講師が中国の文化、世界
文化遺産、観光スポット、歴史などを映像を使って分かりやすく
ご紹介します！
【日　　時】　９月１日（土）午前 10時～ 11時 15分
【場　　所】　高瀬町農村環境改善センター
【講　　師】　国際交流員　李　会平（陝西省出身）
【参 加 費】　会員：無料　　一般：200 円
【申込期限】　8 月 30 日（木）

【期　　　間】　10月 27日（土）～11月 1日（木）の 6日間
【費　　　用】　1 6 0，0 0 0 円（諸税別途）
【内　　　容】　高松～西安～三原県～杭州～上海～高松
【旅行説明会】　９月１日（土）上記文化講座の後、同会場にて
【申し込み先】　（株）JTB　中国四国　高松支店　☎087－822－0033

【参加費】大人 2,000 円 ,　高校生以下 1,000 円 ,　未就学児 無料（保護者同伴）
交流会 2日前までに電話にてお申し込みください。

「海外友好都市からの中学生歓迎交流会」

国際理解講座「ようこそ西湖の夜とパワフル上海講座」

日中国交正常化40周年・青龍寺空海記念碑建立30周年記念
「香川友好の翼・三豊市友好都市三原県訪問コース」

大見小学校玉ねぎ収穫体験・給食交流19

問い合わせ　学校給食課　☎62－1114問い合わせ　三豊市観光協会　☎56－9121

問い合わせ　三豊警察署　☎72－0110

応募・問い合わせ
みとよファミリー・サポート・
センター 　☎62－1192

　大見小学校全校児童による玉ねぎの収穫体験が５月
31日に行われました。この収穫体験は昨年11月に児童
が玉ねぎの苗の植え付けをし、生産者の森さんが栽培
管理してきたものです。
　はじめにJA高瀬玉ねぎ部会臼杵部会長と森さんから
畑に約４万個の玉ねぎが植わっている事や収穫方法を
教えてもらい、全校児童200人が約30分で玉ねぎを収
穫しました。この収穫時間は機械を使った時間とほぼ
同じ時間になります。児童からは「こんなに大きい玉
ねぎが採れたよ」「上手に採れた」などと歓声が上がっ
ていました。
　帰りには森さんから、１人２個ずつ玉ねぎを頂き、家
庭へ持ち帰り、カレーやシチュー、サラダにして食べ
ました。
　また、６月８日には１～４年生を対象に県農政課と

JAにより、玉ねぎの講話が行われ、県の玉ねぎの出荷
量は中国・四国地方で１位であり、他県より品質・味
が良いと評判である事を教えてもらいました。
　また、当日の給食は児童が収穫した玉ねぎが使用さ
れ、生産者を招いての給食交流が行われました。児童
からは嫌いだった玉ねぎを好きになったとの声も聞か
れました。
　このような農業体験
を通して子どもたちに
農作物に関心を持って
もらい、生産者の苦労
ややりがいを感じても
らえたらと思います。

センター

「
ア
メ
リ
カ
･
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

教
え
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
う
し
て
、
生
き

方
を
学
び
ま
す

批
判
ば
か
り
受
け
て
育
っ
た
子
は

非
難
ば
か
り
し
ま
す

敵
意
に
満
ち
た
中
で
育
っ
た
子
は

誰
と
で
も
戦
い
ま
す

冷
や
か
し
を
受
け
て
育
っ
た
子
は

は
に
か
み
屋
に
な
り
ま
す

ね
た
み
を
受
け
て
育
っ
た
子
は

い
つ
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

心
が
寛
大
な
人
の
中
で
育
っ
た
子
は

我
慢
強
く
な
り
ま
す

励
ま
し
を
受
け
て
育
っ
た
子
は

自
信
を
持
ち
ま
す

褒
め
ら
れ
て
育
っ
た
子
は

感
謝
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す

公
明
正
大
な
中
で
育
っ
た
子
は

正
義
心
を
持
ち
ま
す

思
い
や
り
の
あ
る
中
で
育
っ
た
子
は

信
仰
心
を
持
ち
ま
す

人
に
認
め
て
も
ら
え
る
中
で
育
っ
た
子
は

自
分
を
大
事
に
し
ま
す

仲
間
の
愛
の
中
で
育
っ
た
子
は

世
界
に
愛
を
見
つ
け
ま
す　
　
（
加
藤
諦
三
著
よ
り
）

　

子
ど
も
は
、
最
初
に
両
親
か
ら
人
と
し
て
の
生
き
方

を
感
じ
取
り
ま
す
。
や
が
て
、
行
動
範
囲
も
広
く
な
り
、

地
域
の
人
を
通
し
生
き
方
の
良
し
悪
し
を
学
び
取
っ
て

い
き
ま
す
。

　

県
で
は
「
地
域
で
大
人
力
UP
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
大
人
の
生
き
方
を
通
し
て
健
全
な
子
ど
も
た

ち
を
育
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
あ
な
た
の
背
中
を
見
て
い
ま
す
。
大

き
く
て
頼
も
し
く
、
そ
し
て
、
や
さ
し
い
魅
力
的
な
背

中
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
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少
年
育
成
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ン
タ
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☎
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・
1
1
1
5

三豊市社会福祉協議会

☆テーマ 「仲よしファミリー」
　・子どもと家族のふれあう様子
☆賞　品
　最優秀賞１人　商品券１万円分
　優秀賞　２人　５千円相当
　　　　　　　　グルメギフト
　入　選　17人　ポケットアルバム
☆締め切り
　９月５日（水）

韓国陜川郡中学生
歓迎交流会

中国三原県中学生
歓迎交流会

日　時：8月５日（日）
　　　　18：00～20：00
場　所：プリマーレはやしや

日　時：8月９日（木）
　　　　18：00～20：00
場　所：ふれあいパークみの

日　時：8月21日（火）
　　　　18：00～20：00
場　所：ふれあいパークみの

参加者大募集！

参加者大募集！

参加者大募集！

　　米国ワウパカ市中学生歓迎
交流会 ～姉妹都市提携15周年記念～

※入賞作品はマリンウェーブロビーに展示しています。

三豊の魅力さがし写真コンテスト(春の部）審査結果発表！！
最優秀賞　１点　
井上　義信（観音寺市）「静　寂」

写真写真コンテストコンテスト写真コンテスト 作品募集!!!
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8
月
の

お
知
ら
せ

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
実
施
中

登
録
は
こ
ち
ら
▼

相　

談

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
体
職
員
募
集

■
問
い
合
わ
せ

　

県
司
法
書
士
会

　

☎
0
8
7
（
8
2
1
）
5
7
1
0

■
日　

時

　

8
月
28
日
（
火
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

■
場　

所

　

山
本
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相　

談　

（
要
予
約
）

　

1
人
30
分　

4
人
ま
で

■
申
し
込
み
期
間

　

8
月
14
日
（
火
）
〜
21
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

■
日　

時

　

8
月
23
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
申
し
込
み
期
間

　

8
月
13
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

■
場　

所

　

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

☎
0
8
7
（
8
5
1
）
6
3
8
4

【
腎
臓
病
教
室
】

■
日　

時

　

8
月
16
日
（
木
）

　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

【
男
性
の
調
理
実
習
】

■
日　

時

　

8
月
1
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

※
各
教
室
、
事
前
予
約
が
必
要

※
調
理
実
習
・
試
食
会
は
6
0
0
円
必
要

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
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･
2
7
2
6

■
日　

 

時　

　

8
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

■
対　

象

　

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
人

　

介
護
に
興
味
の
あ
る
人

■
テ
ー
マ

　

Let’s try!

介
護
!

■
内　

容 

　

施
設
見
学
・
模
擬
授
業
・
介
護
体
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ  

　

四
国
学
院
大
学
専
門
学
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■
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8
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23
日
（
木
）

　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■
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所　

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
内　

容

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
と
ケ
ア

　

香
川
井
下
病
院　

神
経
内
科
部
長

　

医
師　

佐
々
木
石
雄
先
生

■
申
し
込
み
期
限　

8
月
16
日（
木
）

■
申
し
込
み

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
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2
0
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■
日　

時

8
月
4
日
（
土
）
・
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

■
場　

所

宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館

■
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

■
対　

象

　

小
学
校
高
学
年

■
問
い
合
わ
せ

宗
吉
か
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の
里
展
示
館
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2
3
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■
日　

 

時　

　

9
月
7
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場　

所

　

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
講　

師

　

大
宮
法
科
大
学
院
大
学

　

准
教
授
・
弁
護
士　

早
川
和
宏
氏

■
定　

員

　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
文
書
館　

☎
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･
1
0
1
0

■
職　

種　

　

看
護
師
・
薬
剤
師
・
介
護
福
祉
士

　

な
ど

■
申
し
込
み
期
限

　

8
月
13
日
（
月
）

■
一
次
試
験

　

8
月
25
日
（
土
）
筆
記

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
総
合
病
院
人
事
課
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3
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■
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時

　
【
中
高
年
う
つ・認
知
症
相
談
】（
要
予
約
）

　

8
月
6
日（
月
）・
9
月
3
日（
月
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

　
【
思
春
期
相
談
】（
要
予
約
）

　

8
月
13
日
（
月
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

　
【
心
の
健
康
相
談
】（
要
予
約
）

　

8
月
22
日
（
水
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

8
月
22
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場　

所　

　

豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

　

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の

　

人
ま
た
は
そ
の
家
族

■
相
談
内
容

　

就
職
支
援
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

　

ン
セ
リ
ン
グ

■
問
い
合
わ
せ

　

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
0
8
7
7
（
5
8
）
1
0
8
0

■
日　

時　

　

8
月
24
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
場　

 

所

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

　

義
務
教
育
終
了
後
の
ひ
き
こ
も
り

　

状
態
に
あ
る
青
年
期
（
お
お
む
ね

30
歳
ま
で
）
の
子
ど
も
を
持
つ
親

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」

　

☎
0
8
7
（
8
0
4
）
5
1
1
5

■
日　

時

　

8
月
8
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

所

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

8
月
4
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場　

所 

　

県
内
複
数
の
司
法
書
士
事
務
所

■
相
談
内
容  

　

登
記
相
談
・
法
律
相
談
・
成
年
後

　

見
制
度
な
ど
の
相
談

講
座
・
教
室

精
神
保
健
相
談
日

統
合
失
調
症
家
族
教
室

募　

集

ひ
き
こ
も
り
親
の
会

土
地
の
筆
界
に
関
す
る
相
談
所

三
豊
総
合
病
院
8
月
の
健
康
教
室

四
国
学
院
大
学
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

司
法
書
士
の
日
記
念
無
料
相
談

難
病
講
演
会

弁
護
士
の
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問い合わせ　四国経済産業局　☎087－811－8535▼

三観広域行政組合南消防署　☎24－0119

消防だより

　台風、大雨などは、ある程度予測がつきます。
気象情報を良く聞き、早めに対応をしましょう。
準備のポイント
・停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオの準備を
　しましょう。
・避難に備えて、貴重品などの非常持ち出し品
　の準備をしておきましょう。
・窓や雨戸などは飛ばされないようにしっかり
　と補強しましょう。
・勤務先などの家族と、お互い連絡を取り合い
　ましょう。
・避難場所を確認しておきましょう。

　今夏、四国電力管内では、電力不足が懸念され
ています。９月７日（8/13～15を除く、平日
9：00～20：00）まで、2010年比７％以上の節電
を目安に無理のない範囲でご協力をお願いします。
特に、13：00～16：00の節電が重要です。

台風シーズン到来！
　　　　備えを万全に！

節電のご協力をお願いします

問い合わせ　三豊市観光協会　☎56－9121▼

今回のマルシェは、農水畜産加工品です。
　　　　10月28日（日）
　　　　ゆめタウン三豊　
　詳しくは、三豊市観光協会へお問い合わせください。

問い合わせ　三豊警察署　☎72－0110▼

　市内にはため池が多く点在し、釣りを楽しむ人を多
く見かけます。また、特に夏場は、海や川など水に親
しむ機会が増え、水の事故に遭う危険性が
高くなります。
　水遊びは安全な場所を選び、子どもだけ
で遊ばない等、水の事故を防ぎましょう。

水難事故に注意！

税務課からのお知らせ

☆納期限内に納めましょう。
■督促手数料■
　地方税法では、納期限までに納付がなかった場合
は、｢納期限後20日以内に督促状を発しなければな
らない」ことになっています。市では、このことを
受けて督促状を発送し、条例により督促手数料を徴
収することと定めています。
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用くださ
　い。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

８月は、 

の納付月です。

市 県 民 税（普通徴収）（第2期分）
国 民 健 康 保 険 税（　 〃 　）（　〃　）
介 護 保 険 料（　 〃 　）（　〃　）
後期高齢者医療保険料（　 〃 　）（　〃　）

8月31日（金）口座振替日および納期限

ただいま参加店募集中！

開催日

会　場

子
ど
も
考
古
学
講
座

「
古
墳
っ
て
な
あ
に
？
」

公
文
書
管
理
法
と
文
書
館

〜
行
政
法
の
立
場
か
ら
〜
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◎
超
初
心
者
向
け
ブ
ロ
グ
入
門

■
日　

時

　

9
月
1
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

■
対　

象　

　

パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
初
心
者
（
中
学
生
以
上
）

■
定　

員　

6
人

■
申
し
込
み
期
間

8
月
6
日
（
月
）
か
ら
定
員
に
達

す
る
ま
で

◎Excel

2
0
1
0
実
力
養
成
講
座

■
日　

時

　

9
月
5
日
〜
10
月
10
日
の
毎
週
水

　

曜
日

　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

■
定　

員　

15
人

■
内　

容

コ
ー
ス
①　

Excel

2
0
1
0
の
基

本
操
作
、
表
計
算
機
能
、
グ
ラ
フ

の
作
成
と
編
集
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
機
能
、
応
用

コ
ー
ス
②　

Excel

2
0
1
0
の
マ

ク
ロ
の
作
成
・
登
録
、
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
操
作
、
ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー

ム
の
作
成

■
受
講
料

　

7,
4
0
0
円

■
申
し
込
み
期
間

　

8
月
6
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス　

☎
83
･
8
5
0
7

◎
香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
日　

時

8
月
5
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス　

☎
83
･
8
5
1
6

【
普
通
救
命
講
習
会
】

■
日　

時

9
月
8
日
（
土
）

午
前
8
時
45
分
〜
正
午

【
上
級
救
命
講
習
会
】

■
日　

時

9
月
9
日
（
日
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

■
場　

所

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

そ
れ
ぞ
れ
30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
観
広
域
消
防
防
災
課

☎
23
・
3
9
7
3

■
日　

時
（
初
回
）

　

8
月
4
日
（
土
）

　

午
後
7
時
30
分
〜

■
場　

所

　

高
瀬
町
民
体
育
館

■
参
加
資
格

　

市
内
小
学
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
体
育
協
会
卓
球
部
（
嶋
田
）

　
　

0
9
0（
7
6
2
2
）9
0
0
0

■
日　

時

　

9
月
9
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

■
場　

所

　

高
瀬
町
民
体
育
館
・
高
瀬
Ｂ
＆
Ｇ

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

■
種　

目

　

男
子
40
歳
以
上
の
部
・
39
歳
以
下

　

の
部
・
一
般
女
子
の
部

■
参
加
料　

1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円

■
申
し
込
み
期
限　

8
月
24
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
62
･
1
1
1
3

■
日　

時

9
月
2
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
4
時

■
場　

所

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

■
定　

員　

7
人

■
内　

容

全
国
各
地
の
ス
イ
マ
ー
が
異
な
る

時
間
・
場
所
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス　

☎
83
･
8
5
0
7

■
日　

時

8
月
1
日（
水
）〜
9
月
30
日（
日
）

月
曜
休
館　
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

■
内　

容

吉
田
古
墳
群
（
財
田
町
）
の
紹
介

と
出
土
遺
物
の
展
示

■
問
い
合
わ
せ

宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館

☎
56
･
2
3
0
1

■
日　

時

8
月
2
日
（
木
）　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場　

所　

仁
尾
町
文
化
会
館

■
内　

容

「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」

「
大
き
い
動
物
が
い
っ
ぱ
い
」

■
問
い
合
わ
せ

仁
尾
町
図
書
館　
☎
56
･
9
5
6
5

　

楽
し
い
お
話
を
の
せ
て
お
話
隊
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
図
書
館
に
や
っ

て
き
ま
す
。

■
日　

時

8
月
11
日
（
土
）
三
野
町

　
　

12
日
（
日
）
仁
尾
町　

午
前
10
時
〜
11
時
5
分

　
　

26
日
（
日
）
詫
間
町

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
35
分

■
場　

所

三
野
町
図
書
館
・
仁
尾
町
図
書
館
・

詫
間
町
図
書
館

■
内　

容 

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
、
お
は

な
し
会

■
問
い
合
わ
せ

三
野
町
図
書
館　
☎
73
・
3
1
2
1

仁
尾
町
図
書
館　
☎
56
・
9
5
6
5

詫
間
町
図
書
館　
☎
83
・
6
8
2
8

■
日　

時

8
月
1
日
（
水
）
・
22
日
（
水
）

午
後
2
時
〜
3
時

■
場　

所　

詫
間
町
図
書
館

■
内　

容 

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し　

他

■
問
い
合
わ
せ

詫
間
町
図
書
館　
☎
83
・
6
8
2
8

■
日　

時

8
月
5
日
（
日
）

午
後
8
時
〜
9
時

■
場　

所　

　

山
本
町
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
広
場

※
雨
天
曇
天
の
場
合
は
、
山
本
町
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ビ
デ
オ
学
習

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
本
町
公
民
館　
☎
63
・
1
0
4
1

　

四
国
霊
場
88
サ
イ
ク
ル
駅
伝
は
、

8
月
8
日（
水
）〜
16
日（
木
）に
自
転

車
に
よ
る
駅
伝
方
式
で
四
国
霊
場
88

ケ
所
を
一
周
し
ま
す
。
今
年
は
う
る

う
年
な
の
で
逆
打
ち
で
ま
わ
り
ま
す
。

三
豊
市
の
通
過
予
定
時
刻

8
月
8
日
（
月
）

午
前
9
時
20
分
〜
10
時
50
分

（
第
71
番
弥
谷
寺
↓
70
番
本
山
寺
）

正
午
〜
12
時
40
分 （
第
67
番
大
興
寺
）

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

善
通
寺
市
観
光
協
会

☎
0
8
7
7
（
6
3
）
6
3
1
5

■
日　

時

8
月
10
日
（
金
）

午
後
6
時
〜
8
時
（
雨
天
決
行
）

■
場　

所　

高
瀬
荘

■
内　

容　

ス
テ
ー
ジ
、
各
種
バ
ザ

　

ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

※
当
日
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回

　

収
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

高
瀬
荘　

☎
74
･
7
8
1
1

■
日　

時

10
月
12
日
（
金
）

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所

　

高
松
商
工
会
議
所

■
申
し
込
み
期
限　

8
月
31
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
下
水
道
協
会
事
務
局

☎
0
8
7
（
8
3
9
）
2
7
1
1

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス
S
W
I
M
チ
ャ
レ
ン
ジ
記
録

会
in
三
豊

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス　

各
種
講
座

市
の
古
墳　

吉
田
古
墳
群

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

マリンウェーブ　☎56－5111▼ （（6月受付分）月受付分）心温まる贈りもの

三豊市の人口 平成24平成24年7月17月1日現在日現在
（　）（　）内は前月比内は前月比

マリンウェーブ情報

夏
休
み
ア
ニ
メ
上
映
会

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

土
星
と
夏
の
星
座
観
察

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
共
通
試
験

仁
尾
町
図
書
館
夏
休
み
上
映
会

そ
の
他

世帯数 世帯（+49）23,032 男 （+23）人32,165

女 （－34）人35,386総人口 （－11）人67,551
※香川県人口移動調査による

香川県建設労働組合仁尾支部　仁尾町

完売しました！

高瀬町

山本町

豊中町

詫間町

財田町

財田町

續木　健三

西川　昌幸

込山　明男

川人　和雄

大西　久子

池田　博行

問い合わせ　総務課　☎73－3000▼問い合わせ　マリンウェーブ　☎56－5111▼

本
と
遊
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

第
8
回
四
国
霊
場
88
サ
イ
ク
ル
駅
伝

　宝くじの助成金を
受けて、詫間町の北
浦自治会は壇尻を整
備しました。

宝くじの助成金で整備

救
命
講
習
会

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
鵜
足
津
福
祉
会
ふ
れ
あ
い
広
場

９月９日（日）
午後２時開演

ふるさとワクワク劇場 in 三豊宝くじ

8月26日（日）午後２時
マリンウェーブ
住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、電話番号を
明記の上、マリンウェーブまでお送りください。
　8月10日（金）
　当日消印有効

第３部で行われる「ほのぼのコメディ劇場」への出演者募集
公開オーディションを行います

9月29日（土）午後6時半開演
6,500円【全席指定席】
好評発売中！

日 時

料 金

料 金

8月29日（水）午後7時開演
マリンウエーブ

一般500円　学生100円
当日、ロビーにて。

フルート：尾崎智子　　ピアノ：澤田恭子

日 時

場 所

出 演

トロイムデュオコンサート ～シューベルト特集～

綾戸 智恵　Wonderful World コンサート

～デビュー15周年
　　感動と笑いの涙を届ける～

Photo by Eishun Ikeda

お待ちして
います！

申し込み

日　時

場　所

日　時

申し込み期限

場　所 マリンウェーブ

夏
休
み
小
学
生
卓
球
教
室

市
長
杯
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集
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しっかり大地に根を張って

二 ノ 宮 小 学 校
楽しいふれあいコンサート

仁 尾 保 育 所

　

ま
る
で
「
ト
ト
ロ
が
住
ん
で
い
る
よ
う

な
森
」。
こ
ん
な
言
葉
が
よ
く
似
合
う
の

が
、
二
ノ
宮
小
学
校
の
校
庭
で
す
。
天
に

向
か
っ
て
大
き
く
伸
び
た
大
楠
の
傍
ら
に

は
、
飼
育
小
屋
も
あ
り
ま
す
。
他
校
で
は

珍
し
い
ク
ジ
ャ
ク
と
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
が
お
り
、

休
日
に
は
、
近
隣
の
親
子
連
れ
が
ク
ジ
ャ

ク
を
め
あ
て
に
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然

に
囲
ま
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
（
特
に
、
二

ノ
宮
ふ
る
さ
と
の
会
）
の
支
援
を
受
け
、

大
楠
に
負
け
な
い
よ
う
に
す
く
す
く
と
成

長
し
て
い
ま
す
。
本
校
か
ら
巣
立
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
大
楠
の
よ
う
に
し
っ
か
り

と
大
地
に
根
を
張
り
、
自
分
の
夢
を
空
い

っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

♪
お
て
ら
の
お
し
ょ
う
さ
ん
が
・
・
と

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
温
か
い
笑
顔
が

遊
戯
室
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
仁
尾
保
育
所

で
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
も
交
え
て
年
6
回
、

お
年
寄
り
と
の
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ピ
ア
ノ
教
室
の
先

生
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
童
謡
を
歌
っ
た
り
、

わ
ら
べ
う
た
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が
る

子
ど
も
た
ち
も
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
親

し
み
を
持
っ
て
関
わ
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
心
豊
か

で
優
し
い
気
持
ち
を
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲天に向かってそびえる大楠とホロホロ鳥など▲優しいまなざしに包まれて

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

日　程 時　間 場　　所
10:00～11:30 上高野文化センター13日（月）

職業相談 上高野文化センター　☎62－2377

総務課　☎73－3000または各支所行政相談
日　程 時　間 場　　所

10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00

 1日(水)

7日（火）

13日（月）

14日（火）
15日（水）

豊中庁舎
三野町社会福祉センター
財田庁舎
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

8月
Aug

◎乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  
　ぜひ、この機会に受けましょう。

人権相談 人権課　☎73－3008または各支所
日　程 時　間 場　　所

10：00～15：00

豊中庁舎
山本町農村環境改善センター
財田庁舎
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター

1日（水）

8日（水）
13日（月）
15日（水）

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 2日（木）
9日（木）
16日（木）
21日（火）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10：00～11：30
13：30～15：00

日　程 場　　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター

　3日（金）
27日（月）

日　程 時　間 場　　所
仁尾庁舎
三豊市役所
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

6日（月）
9日（木）
10日（金）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
22日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

日　程 時　間 場　　所
マリンウェーブ
高瀬町農村環境改善センター
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
山本町保健センター
仁尾町文化会館

13：30～15：00

8日(水)
14日(火)
16日(木）
17日（金）
21日（火）
24日（金）
28日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

休日当番医 歯科
日　程 医療機関名 電話番号市町名

さいとう歯科医院
みやざき歯科医院
タカシ歯科クリニック
白井歯科医院
塩田歯科医院

5日（日）
12日（日）
19日（日）
26日（日）
9月2日(日)

観音寺市
詫間町
観音寺市
三野町
観音寺市

27－9328
83－7222
24－4618
72－5237
25－3872

診療時間は午前9時から正午まで

知的財産・技術相談
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）

産業政策課　☎73－3013

日　程 時　間 場　所
9：30～15：00 高瀬町農村環境改善センター23日（木）

日　程 時　間 場　所

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター
22日（水）
23日（木）
24日（金）

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）
就農相談 担い手育成総合支援協議会　☎62－3075 乳幼児健診 子育て支援課　☎73－3016

豊中町保健センター
三野町保健センター
三野町保健センター
豊中町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター

21日（火）
28日（火）
2日（木）
9日（木）
16日（木）
30日（木）

場　　所日　程 受付時間対　象
4・10カ月児健診
（平成24年4月生まれ）
（平成23年10月生まれ）

3歳児健診
（平成21年1月生まれ）

1歳6カ月児健診
（平成23年1月生まれ）

13：30

～

13：50

◎県の専門員が相談に応じます。
◎保護者のみの相談も可能です。

豊中町
保健センター

28日（火）
13:30～15:00

場　　所日程・時間対　象
児童相談 子育て支援課　☎73－3016

18歳未満の子どもと保護者
（希望者は27日までに
　電話でお申し込みください）

休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

山地外科医院
小山医院
みずた内科
西山整形外科医院
小野医院
冨士クリニック
今川内科医院
細川整形外科医院
三豊市立永康病院
三野小児科医院

5日（日）

12日（日）

19日（日）

26日（日）

9月2日(日)

三野町
観音寺市
詫間町
観音寺市
詫間町
観音寺市
豊中町
観音寺市
詫間町
観音寺市

72－2577
25－2354
83－7218
25－0107
83－8181
25－3692
62－2052
25－4290
83－3001
25－7788

日　程 時　間 場　　所

9：30～11：00

 2日（木）
8日（水）
9日（木）
20日（月）
21日（火）
22日（水）

詫間福祉センター
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
高瀬町農村環境改善センター

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

※9日、22日は健診結果相談会をかねています。（詳しくはP22）
※豊中町保健センターの健康相談はお休みです。
※高瀬町は農村環境改善センターに場所が変更しています。

農事相談 農業委員会　 73－3046
日　程 時　間 場　　所

13:30～16:00 高瀬町農村環境改善センター7日（火）
対象地域　 高瀬町、三野町、詫間町、仁尾町

豊中町
保健センター

9月5日（水）
10:30～11:30

場　　所日程・時間対　象
離乳食講習会 子育て支援課　☎73－3016

1歳未満児を持つ家族
（希望者は15～29日までに
　電話でお申し込みください）
◎託児あり（申し込み必要）

高瀬地域子育て
支援センター

27日（月）
10:00～11：00

場　　所日程・時間対　象
楽しい歯磨き教室 子育て支援課　☎73－3016

10カ月～３歳（市内在住）の
子どもと保護者（申込不要）
◎持参物　歯ブラシ、ティッシュ

三野町
保健センター

9月12日（水）
①10:00～11:00
②11:00～12:00

場　　所日程・時間対　象
ベビーマッサージ教室 子育て支援課　☎73－3016

2～6カ月の乳児と保護者
（希望者は29～9/11日までに
　電話でお申し込みください)
◎申し込み時に①または②の希望の時間をお選びください。

豊中地域子育て
支援センター

22日（水）
9:30～12：00

場　　所日程・時間対　象
プレママひろば 子育て支援課　☎73－3016

　16週以降の妊婦
（希望者は8～21日までに
　電話でお申し込みください）

※申し込みが必要な場合は、月～金曜の午前8時30分～午後5時にお電話ください。

日　程 時　間 場　所
9：30～16：00

（12：00～13：00休憩） 豊中庁舎28日（火）

献血 健康課　☎73－3014
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　民生委員・児童委員は各地域で相談を受けた
り、地域活動に参加したりと多くの場面で活動
しています。最近は、勧誘電話や訪問販売等が
増えたことで電話をすることも、訪問すること
も少し気を使うそうですが、多くの人を笑顔に
するため、熱心に取り組みを続けています。困
りごとがある人は民生委員・児童委員に声を掛
けてください。あなたの身近な相談相手となっ
てくれることでしょう。

～古墳の集中する地域～

　今から約1500年前の古墳時代後期に多
くの古墳が築かれました。その多くは円形
の古墳であり、横から進入できる出入り口
を設けた横穴式石室に遺体を埋葬していま
した。山本町や財田町の財田川沿いは古墳
が集中する地域のひとつです。宗運寺古墳
（山本町）は、財田川の南岸にある小丘陵
の中腹に位置しており、直径12～16mの円
墳の中に、全長約６mの横穴式石室が造ら
れています。昭和45年11月３日に山本町
指定史跡となり、現在は市指定史跡になっ
ています。平成３年の台風により石室が崩
壊するおそれがあったため、石室を埋めて
保存する処置が取られ、今は中に入ること
はできません。
　宗運寺古墳は、２回の発掘調査により、
石室内から須恵器、銅環（耳飾のこと）、小
刀片、鉄器片などの遺物が出土したことか
ら、６世紀中頃に築造され、７世紀前半にかけて数人が埋葬されたと考えられています。また、
近世の土器も出土しているため、石室は後世に再利用された可能性が考えられます。石室の奥
側の壁などの石の積み方は、近くの山辺古墳（山本町辻）でもみられ、両古墳に眠る人々は交
流を行っていたと推測できます。
　８月１日より、宗運寺古墳に近接する吉田古墳群の遺物を「宗吉かわらの里展示館」にて展
示しています。ぜひ足を運んでみてください。　

宗運寺古墳

▲石室入り口

▲石室内部（現在は埋められて入れません）

＜生涯学習課＞

えん

ぷん

す　え　き どうかん

そううん　じ
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